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◇ ◆

凡例 科目区分
基幹教育

必修
基幹教育
選択必修

工学部共通 学科群必修 学科群選択 学科必修 学科選択
コース
必修

コース
選択推奨

コース
選択

修士
コア科目

修士アドバン
スト科目

修士
講究科目

（再掲は薄色
表示）

基幹教育
必修

基幹教育
選択必修

工学部共通 学科群必修 学科群選択 学科必修 学科選択
コース
必修

コース
選択推奨

コース
選択

修士
コア科目

修士アドバン
スト科目

修士
講究科目

1年生 2年生 3年生 4年生

Tuning 修士課程（情報理工学専攻情
報アーキテクチャ・セキュリ

博士後期課程（情報理工学専
攻）

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

工学部共通教育（工学部で共
通の学修目標）・

基幹教育

学科群共通教育（学科内3
コースで共通の学修目標）

△ 実践 Engineering
& Practice

D-4. 技術的な事項に関する意見
交換を技術者および非技術者と
行うことができる。

D-4. 技術的な事項に関する意見
交換を技術者および非技術者と
行うことができる。

電気情報工学セミ
ナーA

電気情報工学セミ
ナーB

技術表現法I 技術表現法II 電気情報工学卒業研究

D-3. 必要なデータの収集と解釈
を行い、適切な意識決定を行う
ことができる。

電気情報工学卒業研究

D-2. 工学上の問題を、解決に有
用な理論や実践とそれらの限界
を理解した上で解決することが
できる。

電気情報工学卒業研究

D-1. 技術が社会に及ぼす影響を
常に考慮し、社会に対する責任
と倫理観を持つ。

D-1. 技術が社会に及ぼす影
響を常に考慮し、社会に対す
る責任と倫理観を持つ。

サイバーセキュリ
ティ基礎論

工学倫理 電気情報工学卒業研究

評価・
創造

Engineering
& Design

C-2-2. 社会の課題解決に有用な
電気情報工学分野技術の方向性
を示唆することができる。

C-2-2.　最先端の研究動向を理
解し、自身の研究を適切に説明
できる。

先端技術入門A 先端技術入門B 電気情報工学セミ
ナーA

電気情報工学セミ
ナーB

電気情報工学卒業研究

電気情報工学入門 電気情報工学入門
(VI群)

C-2-1. 電気情報工学分野の装置
やソフトウェアについて、指定
された要求を満たす設計に自身
の知識と理解を活用することが
できる

C-2-1.　情報アーキテクチャや
セキュリティ分野に関して，自
ら研究計画を立案し，研究を主
体的に実施できる。

プログラミング演
習I

適用・
分析

Engineering
& Analysis

C-1-4. 実験あるいは数値実験を
適切に設計して実施し、得られ
たデータを解釈して結論を導く
ことができる。

C-1-4. 実験あるいは数値実験を
適切に設計して実施し、得られ
たデータを解釈して結論を導く
ことができる。

プログラミング演
習I

電気情報工学卒業研究

C-1-3 工学上の問題を解決する
ために、専門知識を活用して、
理論的、実験的、数値的な解析
方法を理解し実行することがで
きる

オペレーティング
システムI

オペレーティング
システムII

集積回路工学通論I 集積回路工学通論II コンパイラI コンパイラII

データベースI データベースII 数理計画法I 数理計画法II

情報理論I 情報理論II 通信ネットワークI 通信ネットワークII

ディジタル信号処
理I

ディジタル信号処
理II

通信方式I 通信方式II

コンピュータアー
キテクチャII

コンピュータアー
キテクチャIII

コンピュータシス
テムI

コンピュータシス
テムII

コンピュータシス
テムIII

コンピュータシス
テムIV

ソフトウエア工学I ソフトウエア工学II 分散システムI 分散システムII

プログラミング言
語論I

プログラミング言
語論II

アルゴリズム論I アルゴリズム論II

九州大学｜工学部｜電気情報工学科 計算機工学コース
｜システム情報科学府｜情報理工学専攻情報アーキテクチャ・セキュリ

ティコース
カリキュラム・マップ

学士課程（電気情報工学科計算機工学コース）

学士・修士一貫型専攻教育（学科（コース）・専攻（コース）ごと
の特徴を表す学修目標）

D-4 問題の発見・定式化・解決
を論理的・自主的に行う姿勢を
有し、知識、技術を組み合わせ
て問題解決に取り組みながら、
技術的な事項に関する意見交換
を技術者および非技術者と行う
ことができる。

文系ディシプリン科目 文系ディシプリン科目

データサイエンス序論

D-2 実践した際の限界や影響、
効果などを分析し、新たな問題
発見と解決策を提示できる。

電気情報工学実習

D-3 自身の研究内容を社会実践
する知識や技術を有する。

D-3 必要なデータの収集と解釈
を行い、適切な意思決定を行う
ことができる。

D-1 技術が社会に及ぼす影響を
常に考慮し、社会に対する責任
と倫理観を持って問題解決に取
り組むことができ、英語による
コミュニケーション、教育研究
でのプレゼンテーション、プロ
ジェクトを管理する能力を有す
る。

基礎PBL I 基礎PBL II

C-2-2 社会の課題解決に有用な
情報理工学分野の方向性を示唆
することができ、その研究分野
において指導的役割を果たすこ
とができる。

工学概論

C-2-1. 電気情報工学分野の装置
やソフトウェアについて、指定
された要求を満たす設計に自身
の知識と理解を活用することが
できる。

C-2-1 高度情報化社会の実現に
向けて、情報理工学分野の知識
や技術を組み合わせて実践的な
活用ができる。

データ構造とアルゴリズム演習 電気情報工学実験III

電気情報工学基礎実験 電気情報工学実験I 電気情報工学実験II

基礎PBL I 基礎PBL II

電気情報工学卒業研究

基礎PBL II

C-1-3. 電気情報工学分野におけ
る理論的、実験的、数値的な解
析とモデリングの方法を理解し
実行することができる

C-1-3 情報アーキテクチャやセ
キュリティ分野に関する専門的
基礎知識を有し，その分野に関
わる問題の発見と解決を行うこ
とができる．

データ構造とアルゴリズム演習 電気情報工学実験III

電気情報工学基礎実験 電気情報工学実験I 電気情報工学実験II

基礎PBL I



データ構造とアル
ゴリズムIII

データ構造とアル
ゴリズムIV

データ解析と実験
計画法I

データ解析と実験
計画法II

人工知能I 人工知能II

パターン認識I パターン認識II

サイバーセキュリ
ティI

サイバーセキュリ
ティII

C-1-2 工学上の問題に対して、
専門知識の適用方法を説明でき
る。

オペレーティング
システムI

オペレーティング
システムII

集積回路工学通論I 集積回路工学通論II コンパイラI コンパイラII

データベースI データベースII 数理計画法I 数理計画法II

情報理論I 情報理論II 通信ネットワークI 通信ネットワークII

ディジタル信号処
理I

ディジタル信号処
理II

通信方式I 通信方式II

コンピュータアー
キテクチャII

コンピュータアー
キテクチャIII

コンピュータシス
テムI

コンピュータシス
テムII

コンピュータシス
テムIII

コンピュータシス
テムIV

ソフトウエア工学I ソフトウエア工学II 分散システムI 分散システムII

プログラミング言
語論I

プログラミング言
語論II

アルゴリズム論I アルゴリズム論II

データ構造とアル
ゴリズムIII

データ構造とアル
ゴリズムIV

データ解析と実験
計画法I

データ解析と実験
計画法II

人工知能I 人工知能II

パターン認識I パターン認識II

サイバーセキュリ
ティI

サイバーセキュリ
ティII

C-1-1. 情報科学の基礎を理解
し、様々なデータから有用な情
報を導き出すことができる。

C-1-1. 情報科学の基礎を理解
し、様々なデータから有用な情
報を導き出すことができる。

サイバーセキュリ
ティ基礎論

プログラミング演
習

離散数学I 離散数学II

知識・
理解

Basic &
Engineering
Sciences

B-3-1. 計測・制御理論、計算機
科学・情報工学の基礎知識によ
り、計算機およびプログラムの
原理説明と基本動作の設計が行
える

情報論理学I 情報論理学II 形式言語とオート
マトンI

形式言語とオート
マトンII

B-1-3 周辺知識の獲得により情
報理工学を先導する技術者、研
究者に必要な実践的知識を身に
つけることができる。

電磁気学基礎 電磁気学基礎演習 回路理論I 回路理論II 確率統計I 確率統計II 電気エネルギー工
学通論I

電気エネルギー工
学通論II

電気情報工学卒業研究

電気情報数学I 電気情報数学II

論理回路 コンピュータアー
キテクチャI

電磁気学I 電磁気学II 電磁気学III 電磁気学IV 制御工学AI 制御工学AII

プログラミング論 アナログ電子回路I アナログ電子回路II アナログ電子回路
III

アナログ電子回路
IV

データ構造とアル
ゴリズムI

データ構造とアル
ゴリズムII

回路理論III 回路理論IV 計測工学BI 計測工学BII 集積回路工学I 集積回路工学II

電子物性I 電子物性II 半導体の性質 トランジスタ基礎
論

プラズマ工学I プラズマ工学II 電気電子工学設計I 電気電子工学設計II

プログラミング演
習II

プログラミング演
習III

電磁波工学I 電磁波工学II 光エレクトロニク
スI

光エレクトロニク
スII

信号とシステムI 信号とシステムII ディジタル電子回
路I

ディジタル電子回
路II

コンピュータシス
テム通論I

コンピュータシス
テム通論II

B-1. 物理学、化学、数学の様々
な概念を理解し、その基となる
理論で自然科学における現象を
説明できる。

自然科学総合実験

無機物質化学I 図形科学I 有機物質化学I ß

電磁気学基礎 電磁気学基礎演習 電磁気学基礎演習
（VI群）

熱力学基礎

主体的
な学
び・協
働

Enginnering
Generic
Skills

A-3. 文章表現能力、口頭発表能
力および討論能力を持って広く
世界と交流し、効率的に情報を
吸収・発信できる。

A-3. 文章表現能力、口頭発表能
力および討論能力を持って広く
世界と交流し、効率的に情報を
吸収・発信できる。

技術表現法I 技術表現法II

C-1-2. 電気情報工学分野の装置
やソフトウェアを解析し、その
動作や原理を説明することがで
きる。

C-1-2 情報アーキテクチャやセ
キュリティ分野に関する研究遂
行に必要なプロセスやシステ
ム，手法に関する基礎的知識を
有し，それらを利用した分析，
実験，評価を行うことができ
る．

データサイエンス序論

常微分方程式とラプラス変換

複素関数論

B-1-4 情報アーキテクチャやセ
キュリティの周辺分野の理論や
概念を説明できるとともに，異
なる分野との接点についての知
識を有する。

B-2. 数学、物理、回路理論、コ
ンピュータアーキテクチャ、プ
ログラミングなどの基礎知識に
より、電気電子通信情報分野の
基礎的なハードウェアとソフト
ウェアの原理説明が行える。

B-3. 数学、物理、回路理論、コ
ンピュータアーキテクチャ、プ
ログラミングなどの基礎知識に
より、電気電子通信情報分野の
基礎的なハードウェアとソフト
ウェアの原理説明が行える。

B-1-3 情報アーキテクチャやセ
キュリティの基礎となる，計算
機，ソフトウエア，通信などの
ICT分野の種々の理論や概念を説
明できる。

B-1-1. システム情報科学の基礎
となる知識、及び情報アーキテ
クチャやセキュリティの基礎と
なる情報社会基盤に関する一般
的な知識を有し，説明できる。

B-1-1 情報理工学を先導するた
めの幅広い基礎知識を習得する
ことができる。

力学基礎 現代物理学基礎

線形代数学I

学術英語・CALL 1 学術英語・CALL ２

線形代数学II

微分積分学I 微分積分学II 数学演習B

第二外国語 第二外国語

学術英語・集中演習



学術英語・スキル
ベース

学術英語・プロダ
クション１

学術英語・プロダ
クション２

学術英語・テーマ
ベース

電気情報工学セミ
ナーA

電気情報工学セミ
ナーB

A-2. （協働）様々な人々と議論
を行って多方面から問題を検討
し、協働して問題解決にあたる
ことができる。

先端技術入門A 先端技術入門B

文系ディシプリン
科目

文系ディシプリン
科目

高年次基幹教育科
目

電気情報工学セミ
ナーA

電気情報工学セミ
ナーB

A-1 （主体的な学び）情報理工
学に関する最新の研究内容を習
得し、自ら問題を見出し、創造
的・批判的に吟味・検討するこ
とができる 電気情報工学入門 基幹教育セミナー 電気情報工学入門

(VI群)
電気情報工学セミ
ナーA

電気情報工学セミ
ナーB

▲

Tuning 工学部共通教育（工学部で共
通の学修目標）

基幹教育

学科群共通教育（学科群で共
通の学修目標）

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

1年生 2年生 3年生 4年生

A-2. （協働）多様な知の交流を
⾏い、他者と協働し問題解決に
あたることができる。

A-2 （協働）多様な知の交流を
行い、他者と協働し問題解決に
あたることができる。

健康・スポーツ科学演習

課題協学科目

A-1. （主体的な学び）専門的知
識と教養を元に、自ら問題を見
出して批判的に吟味・検討する
とともに、それを解決すべく自
主的に学修を進めことができ
る。

A-1. （主体的な学び）深い専⾨
的知識と豊かな教養を背景と
し、⾃ら問題を⾒出し、創造
的・批判的に吟味・検討するこ
とができる。

工学概論

学術英語・グローバルイシューズ

学術英語・アカデミックイシューズ

アセスメント・プラン
学修目標達成度調査

（その１）

学士・修士一貫型専攻教育（学科・専攻ごとの特徴を表す学修目
標）

学年
学士課程の時期区分 基盤 統合



修士
拡充科目

博士学府共通
科目

博士専攻科目

修士
拡充科目

博士学府共通
科目

博士専攻科目

M1

3Q 4Q 2Q 3Q

博士論文研究

修士論文研究 修士論文研究

博士論文研究

情報理工学特別研究I 情報理工学特別研究II

修士論文研究

博士論文研究 国際演示技法
Ⅰ

国際演示技法
II

博士論文研究 国際演示技法
Ⅰ

国際演示技法
II

博士論文研究 国際演示技法
Ⅰ

国際演示技法
II

知的財産技法
Ⅰ

知的財産技法
Ⅱ

知的財産技法
Ⅰ

知的財産技法
Ⅱ

知的財産技法
Ⅰ

知的財産技法
Ⅱ

ティーチング
演習Ⅰ

ティーチング
演習Ⅱ

ティーチング
演習Ⅰ

ティーチング
演習Ⅱ

ティーチング
演習Ⅰ

ティーチング
演習Ⅱ

先端プロジェ
クト管理技法
Ⅰ

先端プロジェ
クト管理技法
Ⅱ

先端プロジェ
クト管理技法
Ⅰ

先端プロジェ
クト管理技法
Ⅱ

先端プロジェ
クト管理技法
Ⅰ

先端プロジェ
クト管理技法
Ⅱ

修士論文研究

博士論文研究

修士論文研究

博士論文研究

情報システムセ
キュリティ演習Ⅰ

セキュリティエン
ジニアリング演習

情報システムセ
キュリティ演習Ⅱ

システムＬＳＩ設
計支援特論Ⅱ

博士論文研究

組込みシステム演
習

修士論文研究 システムＬＳＩ設
計支援特論Ⅰ

グローバル情報通
信技術特論Ⅱ

修士論文研究

修士論文研究 グローバル情報通
信技術特論Ⅰ

デジタル通信特論

研究

M2 D1 D2 D3

1Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 1Q 2Q 3Q 4Q3Q 4Q3Q 4Q 1Q 2Q

情報理工学特別講義 情報理工学特別講義 情報理工学特別演習 情報理工学特別演習 情報理工学特別演習

情報工学専攻特別講究科目（全20科目） 情報工学専攻特別講究科目（全20科目） 情報工学専攻特別講究科目（全20科目）

情報理工学特別演習 情報理工学特別演習 情報理工学特別演習

電気電子工学特別講義 電気電子工学特別講義 情報工学専攻特別講究科目（全20科目） 情報工学専攻特別講究科目（全20科目） 情報工学専攻特別講究科目（全20科目）

国際インターンシップ

情報理工学長期インターンシップ 情報理工学長期インターンシップ 情報理工学長期インターンシップ

情報理工学短期インターンシップ 情報理工学短期インターンシップ 情報理工学短期インターンシップ

国際インターンシップ 国際インターンシップ

情報理工学講究 情報理工学長期インターンシップ 情報理工学長期インターンシップ 情報理工学長期インターンシップ

情報工学専攻特別講究科目（全20科目） 情報工学専攻特別講究科目（全20科目） 情報工学専攻特別講究科目（全20科目）

情報工学専攻特別講究科目（全20科目） 情報工学専攻特別講究科目（全20科目） 情報工学専攻特別講究科目（全20科目）

情報理工学演習 情報理工学短期インターンシップ 情報理工学短期インターンシップ 情報理工学短期インターンシップ

情報理工学論述Ⅰ 情報理工学論述Ⅱ 情報理工学特別研究Ⅱ 情報理工学特別研究Ⅱ



ソフトウェアプロ
セス特論

組込みシステム特
論

量子計算機科学技
術特論Ⅰ

量子計算機科学技
術特論Ⅱ

修士論文研究 博士論文研究

修士論文研究 計算機シミュレー
ション特論Ⅰ

計算機シミュレー
ション特論Ⅱ

情報数値解析Ⅰ 情報数値解析Ⅱ

プログラミング言
語特論Ⅰ

プログラミング言
語特論Ⅱ

プロジェクトマネ
ジメント特論

データサイエンス
分野拡充科目

データサイエンス
分野拡充科目

データサイエンス
分野拡充科目

データサイエンス
分野拡充科目

データサイエンス
分野拡充科目

データサイエンス
分野拡充科目

データサイエンス
分野拡充科目

データサイエンス
分野拡充科目

AI・ロボティクス分
野拡充科目

AI・ロボティクス分
野拡充科目

AI・ロボティクス分
野拡充科目

AI・ロボティクス分
野拡充科目

AI・ロボティクス分
野拡充科目

AI・ロボティクス分
野拡充科目

AI・ロボティクス分
野拡充科目

AI・ロボティクス分
野拡充科目

情報デバイス・シ
ステム分野拡充科
目

情報デバイス・シ
ステム分野拡充科
目

情報デバイス・シ
ステム分野拡充科
目

情報デバイス・シ
ステム分野拡充科
目

情報デバイス・シ
ステム分野拡充科
目

情報デバイス・シ
ステム分野拡充科
目

情報デバイス・シ
ステム分野拡充科
目

情報デバイス・シ
ステム分野拡充科
目

エネルギーデバイ
ス・システム分野
拡充科目

エネルギーデバイ
ス・システム分野
拡充科目

エネルギーデバイ
ス・システム分野
拡充科目

エネルギーデバイ
ス・システム分野
拡充科目

エネルギーデバイ
ス・システム分野
拡充科目

エネルギーデバイ
ス・システム分野
拡充科目

エネルギーデバイ
ス・システム分野
拡充科目

エネルギーデバイ
ス・システム分野
拡充科目

先端情報社会学特
論

修士論文研究

ＩＣＴ社会基盤デ
ザイン特論

暗号と情報セキュ
リティ特論

機械学習工学特論 情報ネットワーク
特論

博士論文研究

コンピュータシス
テム・アーキテク
チャ特論

プログラム設計論
特論

確率・統計特論Ⅰ 確率・統計特論Ⅱ 修士論文研究 博士論文研究 国際演示技法
Ⅰ

国際演示技法
II

博士論文研究 国際演示技法
Ⅰ

国際演示技法
II

博士論文研究 国際演示技法
Ⅰ

国際演示技法
II

線形代数応用特論
Ⅰ

線形代数応用特論
Ⅱ

知的財産技法
Ⅰ

知的財産技法
Ⅱ

知的財産技法
Ⅰ

知的財産技法
Ⅱ

知的財産技法
Ⅰ

知的財産技法
Ⅱ

情報理工学特別研究Ⅰ

情報理工学特別研究Ⅱ 情報理工学特別研究Ⅱ

情報理工学特別研究Ⅰ



修士論文研究

博士論文研究 ティーチング
演習Ⅰ

ティーチング
演習Ⅱ

博士論文研究 ティーチング
演習Ⅰ

ティーチング
演習Ⅱ

博士論文研究 ティーチング
演習Ⅰ

ティーチング
演習Ⅱ

修士論文研究 先端プロジェ
クト管理技法
Ⅰ

先端プロジェ
クト管理技法
Ⅱ

先端プロジェ
クト管理技法
Ⅰ

先端プロジェ
クト管理技法
Ⅱ

先端プロジェ
クト管理技法
Ⅰ

先端プロジェ
クト管理技法
Ⅱ

修士論文研究 博士論文研究

広域科目 広域科目 広域科目 広域科目 広域科目 広域科目 広域科目 広域科目

3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

M1 M2

情報理工学特別研究Ⅱ

情報理工学論議Ⅰ

情報理工学読解 情報理工学演示 情報理工学特別研究Ⅰ

情報理工学演習

統合

情報理工学論議Ⅱ 国際インターンシップ 国際インターンシップ 国際インターンシップ

システム情報科学実習

情報理工学特別研究Ⅱ

学修目標の達成度評価
（その２）

学修目標達成度調査
（その３）

学修目標達成度調査
（その４）

Curriculum Inventory評価

アドバイザリ委員会において学修目標の達成度を評価する

D1 D2 D3

研究推進基礎 発展



ENG-CSED21

◇ ◆

凡例 科目区分
基幹教育

必修
基幹教育
選択必修

工学部共通 学科群必修 学科群選択 学科必修 学科選択
コース
必修

コース
選択推奨

コース
選択

修士
コア科目

（再掲は薄色表
示）

基幹教育
必修

基幹教育
選択必修

工学部共通 学科群必修 学科群選択 学科必修 学科選択
コース
必修

コース
選択推奨

コース
選択

修士
コア科目

1年生 2年生 3年生

Tuning 修士課程（情報理工学専攻
データサイエンスコース）

博士後期課程（情報理工学専
攻）

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

工学部共通教育（工学部で共
通の学修目標）・

基幹教育

学科群共通教育（学科内3コー
スで共通の学修目標）

△ 実践 Engineering &
Practice

D-4. 技術的な事項に関する意見
交換を技術者および非技術者と
行うことができる。

D-4. 技術的な事項に関する意見
交換を技術者および非技術者と
行うことができる。

電気情報工学セミ
ナーA

電気情報工学セミ
ナーB

技術表現法I 技術表現法II

D-3. 必要なデータの収集と解釈
を行い、適切な意識決定を行う
ことができる。

D-2. 工学上の問題を、解決に有
用な理論や実践とそれらの限界
を理解した上で解決することが
できる。

D-1. 技術が社会に及ぼす影響を
常に考慮し、社会に対する責任
と倫理観を持つ。

D-1. 技術が社会に及ぼす影響を
常に考慮し、社会に対する責任
と倫理観を持つ。

サイバーセキュリ
ティ基礎論

工学倫理

評価・
創造

Engineering &
Design

C-2-2. 社会の課題解決に有用な
電気情報工学分野技術の方向性
を示唆することができる。

C-2-2. 社会の課題解決に有用な
データサイエンス領域の方向性
を示唆できる。

先端技術入門A 先端技術入門B 電気情報工学セミ
ナーA

電気情報工学セミ
ナーB

電気情報工学入門 電気情報工学入門
(VI群)

C-2-1. 電気情報工学分野の装置
やソフトウェアについて、指定
された要求を満たす設計に自身
の知識と理解を活用することが
できる

C-2-1. 電気情報工学分野の装置
やソフトウェアについて、指定
された要求を満たす設計に自身
の知識と理解を活用することが
できる

C-2-1. データ解析のためのプロ
グラム実装において、指定され
た要求を満たす設計に自身の知
識と理解を活用できる。

プログラミング演
習I

適用・
分析

Engineering &
Analysis

C-1-4. 実験あるいは数値実験を
適切に設計して実施し、得られ
たデータを解釈して結論を導く
ことができる。

C-1-4. 実験あるいは数値実験を
適切に設計して実施し、得られ
たデータを解釈して結論を導く
ことができる。

プログラミング演
習I

C-1-3. 電気情報工学分野におけ
る理論的、実験的、数値的な解
析とモデリングの方法を理解し
実行することができる

C-1-3 工学上の問題を解決するた
めに、専門知識を活用して、理
論的、実験的、数値的な解析方
法を理解し実行することができ
る

オペレーティングシ
ステムI

オペレーティングシ
ステムII

集積回路工学通論I 集積回路工学通論II コンパイラI コンパイラII

データベースI データベースII 数理計画法I 数理計画法II

情報理論I 情報理論II 通信ネットワークI 通信ネットワークII

ディジタル信号処
理I

ディジタル信号処
理II

通信方式I 通信方式II

コンピュータアー
キテクチャII

コンピュータアー
キテクチャIII

コンピュータシス
テムI

コンピュータシス
テムII

コンピュータシス
テムIII

コンピュータシス
テムIV

D-3-2. 問題の発見・定式化・
解決を論理的に自主的に行う
姿勢を有し、知識、技術を組
み合わせて問題解決に自主的
に取り組むことができる。

C-2-2 社会の課題解決に有用な情
報理工学分野の方向性を示唆す
ることができ、その研究分野に
おいて指導的役割を果たすこと
ができる。

工学概論

D-3 必要なデータの収集と解釈
を行い、適切な意思決定を行う
ことができる。

C-2-1 高度情報化社会の実現に向
けて、情報理工学分野の知識や
技術を組み合わせて実践的な活
用ができる。

電気情報工学実験I 電気情報工学実験II

基礎PBL I 基礎PBL II

C-1-3. 様々な分野のデータ解析
の問題に対し、効果的解析手法
の選択ができる。

電気情報工学基礎実験 電気情報工学実験I 電気情報工学実験II

基礎PBL I 基礎PBL II

データ構造とアルゴリズム演習 電気情報工学実験III

データ構造とアルゴリズム演習 電気情報工学実験III

電気情報工学基礎実験

D-3-1. 必要なデータの収集と
解釈を行い、適切な意思決定
を行うことができる。

電気情報工学実習

D-1 技術が社会に及ぼす影響を
常に考慮し、社会に対する責任
と倫理観を持って問題解決に取
り組むことができ、英語による
コミュニケーション、教育研究
でのプレゼンテーション、プロ
ジェクトを管理する能力を有す
る。

基礎PBL I 基礎PBL II

九州大学｜工学部｜電気情報工学科 	計算機工学コース
｜システム情報科学府｜情報理工学専攻データサイエンスコース

カリキュラム・マップ

学士課程（電気情報工学科計算機工学コース）

学士・修士一貫型専攻教育（学科（コース）・専攻（コース）ごとの
特徴を表す学修目標）

データサイエンス序論

D-4 問題の発見・定式化・解決
を論理的・自主的に行う姿勢を
有し、知識、技術を組み合わせ
て問題解決に取り組みながら、
技術的な事項に関する意見交換
を技術者および非技術者と行う
ことができる。

文系ディシプリン科目 文系ディシプリン科目



ソフトウエア工学I ソフトウエア工学II 分散システムI 分散システムII

プログラミング言
語論I

プログラミング言
語論II

アルゴリズム論I アルゴリズム論II

データ構造とアル
ゴリズムIII

データ構造とアル
ゴリズムIV

データ解析と実験
計画法I

データ解析と実験
計画法II

人工知能I 人工知能II

パターン認識I パターン認識II

サイバーセキュリ
ティI

サイバーセキュリ
ティII

C-1-2 工学上の問題に対して、専
門知識の適用方法を説明でき
る。

オペレーティングシ
ステムI

オペレーティングシ
ステムII

集積回路工学通論I 集積回路工学通論II コンパイラI コンパイラII

データベースI データベースII 数理計画法I 数理計画法II

情報理論I 情報理論II 通信ネットワークI 通信ネットワークII

ディジタル信号処
理I

ディジタル信号処
理II

通信方式I 通信方式II

コンピュータアー
キテクチャII

コンピュータアー
キテクチャIII

コンピュータシス
テムI

コンピュータシス
テムII

コンピュータシス
テムIII

コンピュータシス
テムIV

ソフトウエア工学I ソフトウエア工学II 分散システムI 分散システムII

プログラミング言
語論I

プログラミング言
語論II

アルゴリズム論I アルゴリズム論II

データ構造とアル
ゴリズムIII

データ構造とアル
ゴリズムIV

データ解析と実験
計画法I

データ解析と実験
計画法II

人工知能I 人工知能II

パターン認識I パターン認識II

サイバーセキュリ
ティI

サイバーセキュリ
ティII

C-1-1. 情報科学の基礎を理解
し、様々なデータから有用な情
報を導き出すことができる。

C-1-1. 情報科学の基礎を理解
し、様々なデータから有用な情
報を導き出すことができる。

サイバーセキュリ
ティ基礎論

プログラミング演
習

離散数学I 離散数学II

知識・
理解

Basic &
Engineering
Sciences

B-3-1. 計測・制御理論、計算機
科学・情報工学の基礎知識によ
り、計算機およびプログラムの
原理説明と基本動作の設計が行
える

情報論理学I 情報論理学II 形式言語とオートマ
トンI

形式言語とオートマ
トンII

B-1-3 周辺知識の獲得により情報
理工学を先導する技術者、研究
者に必要な実践的知識を身につ
けることができる。

B-2. 数学、物理、回路理論、コ
ンピュータアーキテクチャ、プ
ログラミングなどの基礎知識に
より、電気電子通信情報分野の
基礎的なハードウェアとソフト

B-2. 数学、物理、回路理論、コ
ンピュータアーキテクチャ、プ
ログラミングなどの基礎知識に
より、電気電子通信情報分野の
基礎的なハードウェアとソフト

電磁気学基礎 電磁気学基礎演習 回路理論I 回路理論II 確率統計I 確率統計II 電気エネルギー工学
通論I

電気エネルギー工学
通論II

電気情報数学I 電気情報数学II 複素関数論

常微分方程式とラプラス変換

C-1-2. 電気情報工学分野の装置
やソフトウェアを解析し、その
動作や原理を説明することがで
きる。

C-1-2. 様々な分野の課題におい
て、データ解析の観点から問題

を定式化できる。

データサイエンス序論

B-1-4.　機械学習の代表的手法と
データサイエンスの実践的応用
例を知っていること。

B-1-2. 確率、統計、最適化、ア
ルゴリズム、機械学習の数理的
基礎を身に着けていること。



論理回路 コンピュータアー
キテクチャI

電磁気学I 電磁気学II 電磁気学III 電磁気学IV 制御工学AI 制御工学AII

プログラミング論 アナログ電子回路I アナログ電子回路II アナログ電子回路
III

アナログ電子回路
IV

データ構造とアル
ゴリズムI

データ構造とアル
ゴリズムII

回路理論III 回路理論IV 計測工学BI 計測工学BII 集積回路工学I 集積回路工学II

電子物性I 電子物性II 半導体の性質 トランジスタ基礎
論

プラズマ工学I プラズマ工学II

プログラミング演
習II

プログラミング演
習III

電磁波工学I 電磁波工学II 光エレクトロニク
スI

光エレクトロニク
スII

信号とシステムI 信号とシステムII ディジタル電子回
路I

ディジタル電子回
路II

コンピュータシス
テム通論I

コンピュータシス
テム通論II

B-1. 物理学、化学、数学の様々
な概念を理解し、その基となる
理論で自然科学における現象を
説明できる。

B-1-1. システム情報科学の基礎
となる知識を有し、説明でき
る。

自然科学総合実験

無機物質化学I 図形科学I 有機物質化学I

電磁気学基礎 電磁気学基礎演習 電磁気学基礎演習
（VI群）

熱力学基礎

主体的
な学
び・協
働

Enginnering
Generic Skills

A-3. 文章表現能力、口頭発表能
力および討論能力を持って広く
世界と交流し、効率的に情報を
吸収・発信できる。

A-3. 文章表現能力、口頭発表能
力および討論能力を持って広く
世界と交流し、効率的に情報を
吸収・発信できる。

技術表現法I 技術表現法II

学術英語・スキル
ベース

学術英語・プロダ
クション１

学術英語・プロダ
クション２

学術英語・テーマ
ベース

電気情報工学セミ
ナーA

電気情報工学セミ
ナーB

A-2. （協働）様々な人々と議論
を行って多方面から問題を検討
し、協働して問題解決にあたる
ことができる。

先端技術入門A 先端技術入門B

文系ディシプリン
科目

文系ディシプリン
科目

高年次基幹教育科
目

電気情報工学セミ
ナーA

電気情報工学セミ
ナーB

A-1. （主体的な学び）専門的知
識と教養を元に、自ら問題を見
出して批判的に吟味・検討する
とともに、それを解決すべく自
主的に学修を進めことができ

A-1 （主体的な学び）情報理工学
に関する最新の研究内容を習得
し、自ら問題を見出し、創造
的・批判的に吟味・検討するこ
とができる

電気情報工学入門 基幹教育セミナー 電気情報工学入門
(VI群)

電気情報工学セミ
ナーA

電気情報工学セミ
ナーB

▲

Tuning 工学部共通教育（工学部で共
通の学修目標）

基幹教育

学科群共通教育（学科群で共
通の学修目標）

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

1年生 2年生 3年生

B-1-1 情報理工学を先導するため
の幅広い基礎知識を習得するこ
とができる。

力学基礎 現代物理学基礎

線形代数学I 線形代数学II

学術英語・集中演習

学士課程の時期区分 基盤

アセスメント・プラン

学修目標達成度調査
（その１）

学士・修士一貫型専攻教育（学科・専攻ごとの特徴を表す学修目標）

学年

A-1. （主体的な学び）深い専⾨
的知識と豊かな教養を背景と
し、⾃ら問題を⾒出し、創造
的・批判的に吟味・検討するこ
とができる。

工学概論

微分積分学I 微分積分学II

A-2. （協働）多様な知の交流を
⾏い、他者と協働し問題解決に
あたることができる。

A-2 （協働）多様な知の交流を行
い、他者と協働し問題解決にあ
たることができる。

健康・スポーツ科学演習

数学演習B

第二外国語 第二外国語

学術英語・CALL 1

課題協学科目

学術英語・グローバルイシューズ

学術英語・アカデミックイシューズ

学術英語・CALL ２



修士アドバンス
ト科目

修士
講究科目

修士
拡充科目

博士学府共通科
目

博士専攻科目

修士アドバンス
ト科目

修士
講究科目

修士
拡充科目

博士学府共通科
目

博士専攻科目

4年生 M1

1Q 2Q 3Q 4Q 2Q

博士論文研究

博士論文研究

データサイエンス実
習

博士論文研究

国際演示技法Ⅰ
国際演示技法
II

博士論文研究

国際演示技法Ⅰ
国際演示技法
II

博士論文研究

国際演示技法Ⅰ
国際演示技法
II

知的財産技法Ⅰ 知的財産技法Ⅱ 知的財産技法Ⅰ 知的財産技法Ⅱ 知的財産技法Ⅰ 知的財産技法Ⅱ

ティーチング演
習Ⅰ

ティーチング演
習Ⅱ

ティーチング演
習Ⅰ

ティーチング演
習Ⅱ

ティーチング演
習Ⅰ

ティーチング演
習Ⅱ

先端プロジェク
ト管理技法Ⅰ

先端プロジェク
ト管理技法Ⅱ

先端プロジェク
ト管理技法Ⅰ

先端プロジェク
ト管理技法Ⅱ

先端プロジェク
ト管理技法Ⅰ

先端プロジェク
ト管理技法Ⅱ

修士論文研究

博士論文研究

修士論文研究

博士論文研究

計算論I 計算論II グラフ理論・組み合
わせ論I

グラフ理論・組み合
わせ論II

修士論文研究 3次元コンピュータ
グラフィックス論I

3次元コンピュータ
グラフィックス論II

博士論文研究

アルゴリズムとデー
タ構造Ⅰ

アルゴリズムとデー
タ構造II

機械学習特論I 機械学習特論II

情報論的学習理論I 情報論的学習理論II 修士論文研究

データマイニング特
論I

データマイニング特
論II

1Q 4Q 4Q3Q 4Q

電気情報工学卒業研究

電気情報工学卒業研究

情報工学専攻特別講究科目（全20科目）

情報理工学長期インターンシップ

データサイエンス技法演習 修士論文研究

国際インターンシップ

情報理工学特別研究Ⅱ 情報理工学特別研究Ⅱ

情報理工学論述I 情報理工学論述II

情報工学専攻特別講究科目（全20科目）

情報理工学短期インターンシップ 情報理工学短期インターンシップ 情報理工学短期インターンシップ

情報理工学講究 情報理工学長期インターンシップ 情報理工学長期インターンシップ 情報理工学長期インターンシップ

情報工学専攻特別講究科目（全20科目） 情報工学専攻特別講究科目（全20科目）

情報理工学演習 情報理工学短期インターンシップ 情報理工学短期インターンシップ 情報理工学短期インターンシップ電気情報工学卒業研究

情報工学専攻特別講究科目（全20科目） 情報工学専攻特別講究科目（全20科目）

情報理工学長期インターンシップ 情報理工学長期インターンシップ

修士論文研究 修士論文研究

電気電子工学特別講義

情報理工学特別講義情報理工学特別講義

電気電子工学特別講義

情報理工学特別演習 情報理工学特別演習

情報工学専攻特別講究科目（全20科目）

国際インターンシップ 国際インターンシップ

情報理工学特別演習 情報理工学特別演習

情報工学専攻特別講究科目（全20科目） 情報工学専攻特別講究科目（全20科目） 情報工学専攻特別講究科目（全20科目）

情報工学専攻特別講究科目（全20科目）

研究

M2 D1 D2 D3

1Q 2Q 3Q 1Q 2Q 2Q 3Q1Q 4Q 1Q 4Q3Q 2Q 3Q

情報理工学研究I 情報理工学研究II 情報理工学特別演習

電気情報工学卒業研究 情報工学専攻特別講究科目（全20科目）

情報理工学特別演習



計算論I 計算論II グラフ理論・組み合
わせ論I

グラフ理論・組み合
わせ論II

修士論文研究 博士論文研究 国際演示技法Ⅰ 国際演示技法
II

アルゴリズムとデー
タ構造Ⅰ

アルゴリズムとデー
タ構造II

ネットワーク工学I ネットワーク工学II

情報論的学習理論I 情報論的学習理論II

データマイニング特
論I

データマイニング特
論II

情報アーキテク
チャ・セキュリティ
分野拡充科目

情報アーキテク
チャ・セキュリティ
分野拡充科目

情報アーキテク
チャ・セキュリティ
分野拡充科目

情報アーキテク
チャ・セキュリティ
分野拡充科目

情報アーキテク
チャ・セキュリティ
分野拡充科目

情報アーキテク
チャ・セキュリティ
分野拡充科目

情報アーキテク
チャ・セキュリティ
分野拡充科目

情報アーキテク
チャ・セキュリティ
分野拡充科目

AI・ロボティクス分
野拡充科目

AI・ロボティクス分
野拡充科目

AI・ロボティクス分
野拡充科目

AI・ロボティクス分
野拡充科目

AI・ロボティクス分
野拡充科目

AI・ロボティクス分
野拡充科目

AI・ロボティクス分
野拡充科目

AI・ロボティクス分
野拡充科目

博士論文研究

計算論I 計算論II グラフ理論・組み合
わせ論I

グラフ理論・組み合
わせ論II

修士論文研究

アルゴリズムとデー
タ構造Ⅰ

アルゴリズムとデー
タ構造II

情報普及学特論I 情報普及学特論II

情報論的学習理論I 情報論的学習理論II ソーシャルコン
ピューティング論I

Iソーシャルコン
ピューティング論II

データマイニング特
論I

データマイニング特
論II

高性能並列計算法特
論I

高性能並列計算法特
論II

確率・統計特論I 確率・統計特論II

線形代数応用特論I 線形代数応用特論II

修士論文研究

最適化理論基礎・演習

情報理工学特別研究Ⅱ 情報理工学特別研究Ⅱ

情報理工学特別研究Ⅰ



電気電子工学設計I 電気電子工学設計II

先端情報社会学特論I 先端情報社会学特論
II

修士論文研究 博士論文研究

国際演示技法Ⅰ
国際演示技法
II

博士論文研究

国際演示技法Ⅰ
国際演示技法
II

国際演示技法Ⅰ
国際演示技法
II

ＩＣＴ社会基盤デザ
イン特論

知的財産技法Ⅰ 知的財産技法Ⅱ 知的財産技法Ⅰ 知的財産技法Ⅱ 知的財産技法Ⅰ 知的財産技法Ⅱ

情報デバイス・シス
テム分野拡充科目

情報デバイス・シス
テム分野拡充科目

情報デバイス・シス
テム分野拡充科目

情報デバイス・シス
テム分野拡充科目

情報デバイス・シス
テム分野拡充科目

情報デバイス・シス
テム分野拡充科目

情報デバイス・シス
テム分野拡充科目

情報デバイス・シス
テム分野拡充科目

エネルギーデバイ
ス・システム分野拡
充科目

エネルギーデバイ
ス・システム分野拡
充科目

エネルギーデバイ
ス・システム分野拡
充科目

エネルギーデバイ
ス・システム分野拡
充科目

エネルギーデバイ
ス・システム分野拡
充科目

エネルギーデバイ
ス・システム分野拡
充科目

エネルギーデバイ
ス・システム分野拡
充科目

エネルギーデバイ
ス・システム分野拡
充科目

修士論文研究

修士論文研究

博士論文研究

ティーチング演
習Ⅰ

ティーチング演
習Ⅱ

博士論文研究

ティーチング演
習Ⅰ

ティーチング演
習Ⅱ

博士論文研究

ティーチング演
習Ⅰ

ティーチング演
習Ⅱ

修士論文研究

先端プロジェク
ト管理技法Ⅰ

先端プロジェク
ト管理技法Ⅱ

先端プロジェク
ト管理技法Ⅰ

先端プロジェク
ト管理技法Ⅱ

先端プロジェク
ト管理技法Ⅰ

先端プロジェク
ト管理技法Ⅱ

修士論文研究

広域科目 広域科目 広域科目 広域科目 広域科目 広域科目 広域科目 広域科目

修士論文研究

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

4年生 M1 M2

情報理工学読解 情報理工学演示 情報理工学特別研究Ⅰ

情報理工学特別研究Ⅰ

情報理工学論議II 国際インターンシップ 国際インターンシップ

アドバイザリ委員会において学修目標の達成度を評価する

統合 研究推進基礎 発展 統合

情報理工学演習

学修目標の達成度評価
（その２）

学修目標達成度調査
（その３）

学修目標達成度調査
（その４）

Curriculum Inventory評価

D1 D2 D3

国際インターンシップ情報理工学論議I

システム情報科学実習

情報理工学特別研究Ⅱ 情報理工学特別研究Ⅱ



ENG-CSEA21

◇ ◆

凡例 科目区分
基幹教育

必修
基幹教育
選択必修

工学部共通 学科群必修 学科群選択 学科必修 学科選択
コース
必修

コース
選択推奨

コース
選択

修士
コア科目

修士アドバン
スト科目

修士
講究科目

（再掲は薄色
表示）

基幹教育
必修

基幹教育
選択必修

工学部共通 学科群必修 学科群選択 学科必修 学科選択
コース
必修

コース
選択推奨

コース
選択

修士
コア科目

修士アドバン
スト科目

修士
講究科目

1年生 2年生 3年生 4年生

Tuning 修士課程（情報理工学専攻
AI・ロボティクスコース）

博士後期課程（情報理工学専
攻）

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

工学部共通教育（工学部で共
通の学修目標）・

基幹教育

学科群共通教育（学科内3
コースで共通の学修目標）

△ 実践 Engineering
& Practice

D-4. 技術的な事項に関する意見
交換を技術者および非技術者と
行うことができる。

D-4. 技術的な事項に関する意見
交換を技術者および非技術者と
行うことができる。

電気情報工学セミ
ナーA

電気情報工学セミ
ナーB

技術表現法I 技術表現法II

D-3. 必要なデータの収集と解釈
を行い、適切な意識決定を行う
ことができる。

D-2. 工学上の問題を、解決に有
用な理論や実践とそれらの限界
を理解した上で解決することが
できる。

D-1. 技術が社会に及ぼす影響を
常に考慮し、社会に対する責任
と倫理観を持つ。

D-1. 技術が社会に及ぼす影響を
常に考慮し、社会に対する責任
と倫理観を持つ。

サイバーセキュリ
ティ基礎論

工学倫理

評価・
創造

Engineering
& Design

C-2-2. 社会の課題解決に有用な
電気情報工学分野技術の方向性
を示唆することができる。

C-2-2. 社会の課題解決に有用な
AI/ロボティクス分野の方向性を
示唆することができる。

先端技術入門A 先端技術入門B 電気情報工学セミ
ナーA

電気情報工学セミ
ナーB

電気情報工学入門 電気情報工学入門
(VI群)

C-2-1. 電気情報工学分野の装置
やソフトウェアについて、指定
された要求を満たす設計に自身
の知識と理解を活用することが
できる

C-2-1. 電気情報工学分野の装置
やソフトウェアについて、指定
された要求を満たす設計に自身
の知識と理解を活用することが
できる

C-2-1. Cyber Physical Systemの
実現に向けて、AI・ロボティク
ス分野の知識や技術を組み合わ
せて実践的な活用ができる。

プログラミング演
習I

適用・
分析

Engineering
& Analysis

C-1-4. 実験あるいは数値実験を
適切に設計して実施し、得られ
たデータを解釈して結論を導く
ことができる。

C-1-4. 実験あるいは数値実験を
適切に設計して実施し、得られ
たデータを解釈して結論を導く
ことができる。

プログラミング演
習I

C-1-3. 電気情報工学分野におけ
る理論的、実験的、数値的な解
析とモデリングの方法を理解し
実行することができる

C-1-3 工学上の問題を解決する
ために、専門知識を活用して、
理論的、実験的、数値的な解析
方法を理解し実行することがで
きる

オペレーティング
システムI

オペレーティング
システムII

集積回路工学通論I 集積回路工学通論II コンパイラI コンパイラII

データベースI データベースII 数理計画法I 数理計画法II

情報理論I 情報理論II 通信ネットワークI 通信ネットワークII

ディジタル信号処
理I

ディジタル信号処
理II

通信方式I 通信方式II

コンピュータアー
キテクチャII

コンピュータアー
キテクチャIII

コンピュータシス
テムI

コンピュータシス
テムII

コンピュータシス
テムIII

コンピュータシス
テムIV

ソフトウエア工学I ソフトウエア工学II 分散システムI 分散システムII

プログラミング言
語論I

プログラミング言
語論II

アルゴリズム論I アルゴリズム論II

データ構造とアル
ゴリズムIII

データ構造とアル
ゴリズムIV

データ解析と実験
計画法I

データ解析と実験
計画法II

人工知能I 人工知能II

パターン認識I パターン認識II

サイバーセキュリ
ティI

サイバーセキュリ
ティII

C-1-2 工学上の問題に対して、
専門知識の適用方法を説明でき
る。

オペレーティング
システムI

オペレーティング
システムII

集積回路工学通論I 集積回路工学通論II コンパイラI コンパイラII

九州大学｜工学部｜電気情報工学科 	計算機工学コース
｜システム情報科学府｜情報理工学専攻AI・ロボティクスコース

カリキュラム・マップ

D-4 問題の発見・定式化・解決
を論理的・自主的に行う姿勢を
有し、知識、技術を組み合わせ
て問題解決に取り組みながら、
技術的な事項に関する意見交換
を技術者および非技術者と行う
ことができる。

C-2-1 高度情報化社会の実現に
向けて、情報理工学分野の知識
や技術を組み合わせて実践的な
活用ができる。

D-3 必要なデータの収集と解釈
を行い、適切な意思決定を行う
ことができる。

文系ディシプリン科目

C-2-2 社会の課題解決に有用な
情報理工学分野の方向性を示唆
することができ、その研究分野
において指導的役割を果たすこ
とができる。

工学概論

D-3-2. 問題の発見・定式
化・解決を論理的に自主的に
行う姿勢を有し、知識、技術
を組み合わせて問題解決に自
主的に取り組むことができ
る。

電気情報工学卒業研究

基礎PBL I 基礎PBL II

学士課程（電気情報工学科計算機工学コース）

学士・修士一貫型専攻教育（学科（コース）・専攻（コース）ごと
の特徴を表す学修目標）

データサイエンス序論

文系ディシプリン科目 電気情報工学卒業研究

電気情報工学卒業研究

電気情報工学実習 電気情報工学卒業研究

D-1. 技術が社会に及ぼす影
響を常に考慮し，社会に対す
る責任と倫理観を持って問題
解決に取り組むことができ
る。

D-1 技術が社会に及ぼす影響を
常に考慮し、社会に対する責任
と倫理観を持って問題解決に取
り組むことができ、英語による
コミュニケーション、教育研究
でのプレゼンテーション、プロ
ジェクトを管理する能力を有す
る。

基礎PBL I 基礎PBL II

電気情報工学基礎実験 電気情報工学実験I 電気情報工学実験II

データ構造とアルゴリズム演習 電気情報工学実験III 電気情報工学卒業研究

C-1-2. 電気情報工学分野の装置
やソフトウェアを解析し、その
動作や原理を説明することがで
きる。

C-1-2. 工学上の問題に対して、
AI・ロボティクス分野の専門知
識の適用方法を説明できる。

基礎PBL I 基礎PBL II

C-1-3. 工学上の問題を解決する
ために、AI・ロボティクス分野
の専門知識を活用して、理論
的、実験的、数値的な解析方法
を理解し実行することができ
る。

データ構造とアルゴリズム演習 電気情報工学実験III

電気情報工学基礎実験 電気情報工学実験I 電気情報工学実験II



データベースI データベースII 数理計画法I 数理計画法II

情報理論I 情報理論II 通信ネットワークI 通信ネットワークII

ディジタル信号処
理I

ディジタル信号処
理II

通信方式I 通信方式II

コンピュータアー
キテクチャII

コンピュータアー
キテクチャIII

コンピュータシス
テムI

コンピュータシス
テムII

コンピュータシス
テムIII

コンピュータシス
テムIV

ソフトウエア工学I ソフトウエア工学II 分散システムI 分散システムII

プログラミング言
語論I

プログラミング言
語論II

アルゴリズム論I アルゴリズム論II

データ構造とアル
ゴリズムIII

データ構造とアル
ゴリズムIV

データ解析と実験
計画法I

データ解析と実験
計画法II

人工知能I 人工知能II

パターン認識I パターン認識II

サイバーセキュリ
ティI

サイバーセキュリ
ティII

C-1-1. 情報科学の基礎を理解
し、様々なデータから有用な情
報を導き出すことができる。

C-1-1. 情報科学の基礎を理解
し、様々なデータから有用な情
報を導き出すことができる。

サイバーセキュリ
ティ基礎論

プログラミング演
習

離散数学I 離散数学II

知識・
理解

Basic &
Engineering
Sciences

B-3-1. 計測・制御理論、計算機
科学・情報工学の基礎知識によ
り、計算機およびプログラムの
原理説明と基本動作の設計が行
える

情報論理学I 情報論理学II 形式言語とオート
マトンI

形式言語とオート
マトンII

B-1-3 周辺知識の獲得により情
報理工学を先導する技術者、研
究者に必要な実践的知識を身に
つけることができる。

B-2. 数学、物理、回路理論、コ
ンピュータアーキテクチャ、プ
ログラミングなどの基礎知識に
より、電気電子通信情報分野の
基礎的な ドウ アとソフト

B-2. 数学、物理、回路理論、コ
ンピュータアーキテクチャ、プ
ログラミングなどの基礎知識に
より、電気電子通信情報分野の
基礎的な ドウ アとソフト

電磁気学基礎 電磁気学基礎演習 回路理論I 回路理論II 確率統計I 確率統計II 電気エネルギー工
学通論I

電気エネルギー工
学通論II

電気情報数学I 電気情報数学II

論理回路 コンピュータアー
キテクチャI

電磁気学I 電磁気学II 電磁気学III 電磁気学IV 制御工学AI 制御工学AII

プログラミング論 アナログ電子回路I アナログ電子回路II アナログ電子回路
III

アナログ電子回路
IV

データ構造とアル
ゴリズムI

データ構造とアル
ゴリズムII

回路理論III 回路理論IV 計測工学BI 計測工学BII 集積回路工学I 集積回路工学II

電子物性I 電子物性II 半導体の性質 トランジスタ基礎
論

プラズマ工学I プラズマ工学II 電気電子工学設計I 電気電子工学設計II

プログラミング演
習II

プログラミング演
習III

電磁波工学I 電磁波工学II 光エレクトロニク
スI

光エレクトロニク
スII

信号とシステムI 信号とシステムII ディジタル電子回
路I

ディジタル電子回
路II

コンピュータシス
テム通論I

コンピュータシス
テム通論II

B-1. 物理学、化学、数学の様々
な概念を理解し、その基となる
理論で自然科学における現象を
説明できる。

自然科学総合実験

無機物質化学I 図形科学I 有機物質化学I

電磁気学基礎 電磁気学基礎演習 電磁気学基礎演習
（VI群）

熱力学基礎

主体的
な学
び・協
働

Enginnering
Generic
Skills

A-3. 文章表現能力、口頭発表能
力および討論能力を持って広く
世界と交流し、効率的に情報を
吸収・発信できる。

A-3. 文章表現能力、口頭発表能
力および討論能力を持って広く
世界と交流し、効率的に情報を
吸収・発信できる。

技術表現法I 技術表現法II

学術英語・スキル
ベース

学術英語・プロダ
クション１

学術英語・プロダ
クション２

学術英語・テーマ
ベース

電気情報工学セミ
ナーA

電気情報工学セミ
ナーB

A-2. （協働）様々な人々と議論
を行って多方面から問題を検討
し、協働して問題解決にあたる
ことができる。

先端技術入門A 先端技術入門B

  

データサイエンス序論

B-1-4.  周辺知識の獲得により
AI・ロボティクス分野の高度技
術者、研究者に必要な実践的知
識を身につけることができる。

電気情報工学卒業研究B-1-2.　AI・ロボティクス分野
の基礎となるパターン認識やロ
ボティクス、ゲーム理論、
ヒューマンインタフェースなど
の知識を習得することができ
る。

常微分方程式とラプラス変換

複素関数論

B-1-1.　システム情報科学の基
礎となる知識を有し，説明でき
る。

B-1-1 情報理工学を先導するた
めの幅広い基礎知識を習得する
ことができる。

学術英語・アカデミックイシューズ

A-2. （協働）多様な知の交流を
⾏い、他者と協働し問題解決に
あたることができる。

A-2 （協働）多様な知の交流を
行い、他者と協働し問題解決に
あたることができる。

健康・スポーツ科学演習

第二外国語 第二外国語

学術英語・CALL 1 学術英語・CALL ２ 学術英語・集中演習

学術英語・グローバルイシューズ

力学基礎 現代物理学基礎

線形代数学I 線形代数学II

微分積分学I 微分積分学II 数学演習B



文系ディシプリン
科目

文系ディシプリン
科目

高年次基幹教育科
目

電気情報工学セミ
ナーA

電気情報工学セミ
ナーB

A-1 （主体的な学び）情報理工
学に関する最新の研究内容を習
得し、自ら問題を見出し、創造
的・批判的に吟味・検討するこ
とができる 電気情報工学入門 基幹教育セミナー 電気情報工学入門

(VI群)
電気情報工学セミ
ナーA

電気情報工学セミ
ナーB

▲

工学部共通教育（工学部で共
通の学修目標）

基幹教育

学科群共通教育（学科群で共
通の学修目標）

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

1年生 2年生 3年生 4年生

A-1. （主体的な学び）専門的知
識と教養を元に、自ら問題を見
出して批判的に吟味・検討する
とともに、それを解決すべく自
主的に学修を進めことができ
る。

A-1. （主体的な学び）深い専⾨
的知識と豊かな教養を背景と
し、⾃ら問題を⾒出し、創造
的・批判的に吟味・検討するこ
とができる。

課題協学科目

  

工学概論

アセスメント・プラン
学修目標達成度調査

（その１）

学士・修士一貫型専攻教育（学科・専攻ごとの特徴を表す学修目
標）

学年

学士課程の時期区分 基盤 統合



修士
拡充科目

博士学府共通
科目

博士専攻科目

修士
拡充科目

博士学府共通
科目

博士専攻科目

M1

3Q 4Q 2Q 3Q

修士論文研究

情報理工学研究I 情報理工学研究II 博士論文研究

博士論文研究

修士論文研究 修士論文研究

博士論文研究 国際演示技法
Ⅰ

国際演示技法
II

博士論文研究 国際演示技法
Ⅰ

国際演示技法
II

博士論文研究 国際演示技法
Ⅰ

国際演示技法
II

知的財産技法
Ⅰ

知的財産技法
Ⅱ

知的財産技法
Ⅰ

知的財産技法
Ⅱ

知的財産技法
Ⅰ

知的財産技法
Ⅱ

ティーチング
演習Ⅰ

ティーチング
演習Ⅱ

ティーチング
演習Ⅰ

ティーチング
演習Ⅱ

ティーチング
演習Ⅰ

ティーチング
演習Ⅱ

先端プロジェ
クト管理技法
Ⅰ

先端プロジェ
クト管理技法
Ⅱ

先端プロジェ
クト管理技法
Ⅰ

先端プロジェ
クト管理技法
Ⅱ

先端プロジェ
クト管理技法
Ⅰ

先端プロジェ
クト管理技法
Ⅱ

修士論文研究

博士論文研究

修士論文研究

博士論文研究

修士論文研究 博士論文研究

アルゴリズム設計
論I

アルゴリズム設計
論II

心理物理学I 心理物理学II 修士論文研究 博士論文研究

研究

M2 D1 D2

情報理工学特別演習

電気電子工学特別講義 電気電子工学特別講義

情報工学専攻特別講究科目（全20科目） 情報工学専攻特別講究科目（全20科目）

情報理工学講究 情報理工学長期インターンシップ 情報理工学長期インターンシップ

D3

1Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

情報理工学特別演習

情報理工学特別演習 情報理工学特別演習 情報理工学特別演習

1Q 2Q 3Q 4Q

情報理工学特別演習

3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

情報工学専攻特別講究科目（全20科目） 情報工学専攻特別講究科目（全20科目） 情報工学専攻特別講究科目（全20科目）

情報工学専攻特別講究科目（全20科目）

情報理工学特別講義

情報理工学長期インターンシップ 情報理工学長期インターンシップ 情報理工学長期インターンシップ

情報理工学短期インターンシップ 情報理工学短期インターンシップ 情報理工学短期インターンシップ

情報理工学特別講義 国際インターンシップ 国際インターンシップ 国際インターンシップ

情報理工学長期インターンシップ

情報工学専攻特別講究科目（全20科目） 情報工学専攻特別講究科目（全20科目） 情報工学専攻特別講究科目（全20科目）

情報理工学短期インターンシップ 情報理工学短期インターンシップ

情報工学専攻特別講究科目（全20科目） 情報工学専攻特別講究科目（全20科目） 情報工学専攻特別講究科目（全20科目）

情報理工学演習 情報理工学短期インターンシップ

情報理工学特別研究Ⅱ

情報理工学特別研究Ⅰ

情報理工学論述I 情報理工学論述II 情報理工学特別研究Ⅱ



コンピュータビ
ジョン

情報アーキテク
チャ・セキュリ
ティ分野拡充科目

情報アーキテク
チャ・セキュリ
ティ分野拡充科目

情報アーキテク
チャ・セキュリ
ティ分野拡充科目

情報アーキテク
チャ・セキュリ
ティ分野拡充科目

情報アーキテク
チャ・セキュリ
ティ分野拡充科目

情報アーキテク
チャ・セキュリ
ティ分野拡充科目

情報アーキテク
チャ・セキュリ
ティ分野拡充科目

情報アーキテク
チャ・セキュリ
ティ分野拡充科目

データサイエンス
分野拡充科目

データサイエンス
分野拡充科目

データサイエンス
分野拡充科目

データサイエンス
分野拡充科目

データサイエンス
分野拡充科目

データサイエンス
分野拡充科目

データサイエンス
分野拡充科目

データサイエンス
分野拡充科目

情報デバイス・シ
ステム分野拡充科
目

情報デバイス・シ
ステム分野拡充科
目

情報デバイス・シ
ステム分野拡充科
目

情報デバイス・シ
ステム分野拡充科
目

情報デバイス・シ
ステム分野拡充科
目

情報デバイス・シ
ステム分野拡充科
目

情報デバイス・シ
ステム分野拡充科
目

情報デバイス・シ
ステム分野拡充科
目

エネルギーデバイ
ス・システム分野
拡充科目

エネルギーデバイ
ス・システム分野
拡充科目

エネルギーデバイ
ス・システム分野
拡充科目

エネルギーデバイ
ス・システム分野
拡充科目

エネルギーデバイ
ス・システム分野
拡充科目

エネルギーデバイ
ス・システム分野
拡充科目

エネルギーデバイ
ス・システム分野
拡充科目

エネルギーデバイ
ス・システム分野
拡充科目

先端情報社会学特
論

修士論文研究

ＩＣＴ社会基盤デ
ザイン特論

博士論文研究

自然言語処理I 自然言語処理II ヒューマンインタ
フェースI

ヒューマンインタ
フェースII

ゲーム理論I ゲーム理論II ロボティクスI ロボティクスII

修士論文研究 パターン認識

確率・統計特論I 確率・統計特論II 修士論文研究 博士論文研究 国際演示技法
Ⅰ

国際演示技法
II

博士論文研究 国際演示技法
Ⅰ

国際演示技法
II

国際演示技法
Ⅰ

国際演示技法
II

線形代数応用特論I 線形代数応用特論II 知的財産技法
Ⅰ

知的財産技法
Ⅱ

知的財産技法
Ⅰ

知的財産技法
Ⅱ

知的財産技法
Ⅰ

知的財産技法
Ⅱ

修士論文研究

情報理工学特別研究Ⅱ 情報理工学特別研究Ⅱ

情報理工学特別研究Ⅰ

国際インターンシップ 国際インターンシップ 国際インターンシップ情報理工学論議I 情報理工学論議II



博士論文研究 ティーチング
演習Ⅰ

ティーチング
演習Ⅱ

博士論文研究 ティーチング
演習Ⅰ

ティーチング
演習Ⅱ

博士論文研究 ティーチング
演習Ⅰ

ティーチング
演習Ⅱ

先端プロジェ
クト管理技法
Ⅰ

先端プロジェ
クト管理技法
Ⅱ

先端プロジェ
クト管理技法
Ⅰ

先端プロジェ
クト管理技法
Ⅱ

先端プロジェ
クト管理技法
Ⅰ

先端プロジェ
クト管理技法
Ⅱ

修士論文研究

広域科目 広域科目 広域科目 広域科目 広域科目 広域科目 広域科目 広域科目

3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

M1 M2

システム情報科学実習

情報理工学特別研究Ⅱ 情報理工学特別研究Ⅱ

統合

学修目標の達成度評価
（その２）

学修目標達成度調査
（その３）

学修目標達成度調査
（その４）

Curriculum Inventory評価

アドバイザリ委員会において学修目標の達成度を評価する

D1 D2 D3

研究推進基礎 発展

情報理工学読解 情報理工学演示 情報理工学特別研究Ⅰ

情報理工学演習



ENG-
ECEI21

◇ ◆

凡例 科目区分
基幹教育

必修
基幹教育
選択必修

工学部共通 学科群必修 学科群選択 学科必修 学科選択
コース
必修

コース
選択推奨

コース
選択

修士
コア科目

修士アドバン
スト科目

（再掲は薄色
表示）

基幹教育
必修

基幹教育
選択必修

工学部共通 学科群必修 学科群選択 学科必修 学科選択
コース
必修

コース
選択推奨

コース
選択

修士
コア科目

修士アドバン
スト科目

1年生 2年生 3年生 4年生

Tuning 修士課程（電気電子工学専
攻 情報デバイス・システム

博士後期課程（電気電子工
学専攻）

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q

工学部共通教育（工学部で
共通の学修目標）・

基幹教育

学科共通教育（学科内３
コースで共通の学修目標）

△ 実践 Engineering
& Practice

D-4. 技術的な事項に関する
意見交換を技術者および非
技術者と行うことができ
る。

D-4. 技術的な事項に関する
意見交換を技術者および非
技術者と行うことができ
る。

D-4. 多彩な人材と協働する
ことで学際的な視点を持っ
て、将来に向けて新たな社
会価値を創り出すことがで
きる

電気情報工学セミ
ナーA

電気情報工学セミ
ナーB

D-3. 必要なデータの収集と
解釈を行い、適切な意思決
定を行うことができる。

D-3-2. 国際的な場におい
て、情報デバイス・システ
ムに関連する技術と原理に
ついて的確に説明すること

D-2. 工学上の問題を、解決
に有用な理論や実践とそれ
らの限界を理解した上で解
決することができる。

D-2. 工学上の問題を、解決
に有用な理論や実践とそれ
らの限界を理解した上で解
決することができる。

D-3-1. 情報デバイス・シス
テムに共通する⾃然科学の
⽅法と論理的思考⼒を⾝に
つけ、問題解決に必要な情

D-1. 技術が社会に及ぼす影
響を常に考慮し、社会に対
する責任と倫理観を持つ。

D-1. 技術が社会に与える影
響を理解し、安全な社会の
実現に対する責任と倫理観
を持ち、技術の発展へ⾃ら
寄与しようとする意欲を持
つ。

サイバーセキュリ
ティ基礎論

工学倫理

評価・
創造

Engineering
& Design

C-2-2. 社会の課題解決に有
用な電気情報工学分野技術
の方向性を示唆することが
できる。

C-2-2. 社会の課題解決に有
用な電気情報工学分野技術
の方向性を示唆することが
できる。

電気情報工学入門 先端技術入門A 先端技術入門B 電気情報工学セミ
ナーA

電気情報工学セミ
ナーB

プログラミング演
習Ⅱ

プログラミング演
習Ⅲ

電気電子工学設計
Ⅰ

適用・
分析

Engineering
& Analysis

C-1-4. 実験あるいは数値実
験を適切に設計して実施
し、得られたデータを解釈
して結論を導くことができ

C-1-4. 実験あるいは数値実
験を適切に設計して実施
し、得られたデータを解釈
して結論を導くことができ

C-1-3. 電気情報工学分野に
おける理論的、実験的、数
値的な解析とモデリングの
方法を理解し実行すること
ができる。

C-1-3. 電気情報工学分野に
おける理論的、実験的、数
値的な解析とモデリングの
方法を理解し実行すること
ができる。

プログラミング演
習Ⅱ

プログラミング演
習Ⅲ

電気電子工学設計
Ⅰ

C-1-2. 電気情報工学分野の
装置やソフトウェアを解析
し、その動作や原理を説明
することができる。

C-1-2. 電気情報工学分野の
装置やソフトウェアを解析
し、その動作や原理を説明
することができる。

コンピュータシス
テム通論Ⅰ

コンピュータシス
テム通論Ⅱ

電気エネルギー工
学通論Ⅰ

電気エネルギー工
学通論Ⅱ

ディジタル電子回
路Ⅰ

ディジタル電子回
路Ⅱ

アナログ電子回路
Ⅰ

アナログ電子回路
Ⅱ

アナログ電子回路
Ⅲ

アナログ電子回路
Ⅳ

電子デバイスⅠ 電子デバイスⅡ

電子物性Ⅰ 電子物性Ⅱ 半導体の性質 トランジスタ基礎
論

集積回路工学Ⅰ 集積回路工学Ⅱ

通信ネットワークI 通信ネットワーク
Ⅱ

計測工学BI 計測工学BⅡ 通信方式Ⅰ 通信方式Ⅱ

量子力学応用Ⅰ 量子力学応用Ⅱ

プラズマ工学Ⅰ プラズマ工学Ⅱ

電磁波工学Ⅰ 電磁波工学Ⅱ 光エレクトロニク
スⅠ

光エレクトロニク
スⅡ

論理回路 制御工学AⅠ 制御工学AⅡ 制御工学BⅠ 制御工学BⅡ

データ構造とアル
ゴリズムⅠ

データ構造とアル
ゴリズムⅡ

信号とシステムⅠ 信号とシステムⅡ 離散数学I 離散数学Ⅱ

コンピュータアー
キテクチャⅠ

ディジタル信号処
理I

ディジタル信号処
理Ⅱ

C-1-1.情報科学の基礎を理解
し、様々なデータから有用
な情報を導き出すことがで
きる。

サイバーセキュリ
ティ基礎論

プログラミング演
習

知識・
理解

Basic &
Engineering
Sciences

電子デバイスⅠ 電子デバイスⅡB-3-2. 電磁気学、電子物
性、計測制御・理論、情報
処理・通信工学などの基礎
知識により、電子素子と電

B-1-3. 情報デバイス・シス
テムに関する広範で先端的
な研究分野を体系的に理解
している。

B-1-1, 電気電子システム、
計測制御システム、電気エ
ネルギー、パワーエレクト
ロニクス、電気電子材料物
性、電子デバイス、集積シ
ステム、情報通信などのコ
アとなる先端知識を有す
る。

C-2-1. 情報デバイス・シス
テムの構築や運用に関連す
る問題点を明確化し、解決
に向けた研究を遂⾏するこ
とができる

C-2-2. データサイエンスや
AI活用などの情報技術を工
学的に応用し、価値ある情
報デバイス・システムの提
案ができる。

C-2-2. 高度の機能をもつ革
新的で先端的な電子デバイ
スや電気電子システム、計
測制御システム、及びその
利用技術を生み出す独創的
な能力を有する。

電気情報工学卒業研究

電気情報工学実習

電気情報工学卒業研究

電気情報工学実験Ⅱ

D-3.各技術を実現し社会的
に価値あるものにするため
に、論述、プレゼンテー
ションのスキル、プロジェ
クト管理、知的財産、国際
的なコミュニケーション技
術、ティーチング技術、お
よび新しい技術を企画し実
行する力を有する。

工学概論

D-4.情報通信分野および電
気電子システム分野におい
て、高度な専門的知識から
の発想力で複雑化する問題
の解決に取り組み、多彩な
人材と協働することで学際
的な視点を持って、将来に
向けて新たな社会価値を創
り出すことができる。

文系ディシプリン科目 文系ディシプリン科目 電気情報工学実習 電気情報工学卒業研究

電気情報工学卒業研究

C-2-1. 研究動向やその社会
での実用動向を評価して、
解決すべき課題を発見する
ことができる。

データサイエンス序論

電気情報工学基礎実験 電気情報工学実験Ⅰ

九州大学｜工学部｜電気情報工学科 電子通信工学コース
｜システム情報科学府｜電気電子工学専攻 情報デバイス・システム

コース

学士・修士一貫型専攻教育（学科（コース）・専攻（コース）ごとの特徴を表す学修目
標）

電気情報工学実験Ⅱ

C-1-2. 電気電子材料のナノ
メートル領域での制御，お
よびそれらの先端デバイス
への応用，デバイス化のた
めのナノテクノロジー，情
報通信システムの基本要素
である電子デバイスの集積
化技術，などについて，
データサイエンスを含めた
理論および実験の両面から
先端技術を駆使できる。

C-1-2.電気電子材料のナノ
メートル領域での制御、お
よびそれらの先端デバイス
への応用、デバイス化のた
めのナノテクノロジー、情
報通信システムの基本要素
である電子デバイスの集積
化技術、超伝導・電磁シス
テムや社会システムの最適
設計技術、人工知能を活用
した計測制御技術、電気エ
ネルギーの発生・輸送・変
換・貯蔵技術、などについ
て、データサイエンスを含
めた理論および実験の両面
から先端技術を駆使でき
る。

学士課程（電気情報工学科電子通信工学コース）

C-2-1. 電気情報工学分野の
装置やソフトウェアについ
て、指定された要求を満た
す設計に自身の知識と理解
を活用することができる。

C-2-1. 電気情報工学分野の
装置やソフトウェアについ
て、指定された要求を満た
す設計に自身の知識と理解
を活用することができる。



電子物性Ⅰ 電子物性Ⅱ 半導体の性質 トランジスタ基礎
論

集積回路工学Ⅰ 集積回路工学Ⅱ

通信ネットワークI 通信ネットワーク
Ⅱ

計測工学BI 計測工学BⅡ 通信方式Ⅰ 通信方式Ⅱ

量子力学応用Ⅰ 量子力学応用Ⅱ

プラズマ工学Ⅰ プラズマ工学Ⅱ

電磁波工学Ⅰ 電磁波工学Ⅱ 光エレクトロニク
スⅠ

光エレクトロニク
スⅡ

論理回路 制御工学AⅠ 制御工学AⅡ 制御工学BⅠ 制御工学BⅡ

回路理論Ⅰ 回路理論Ⅱ 回路理論Ⅲ 回路理論Ⅳ

電磁気学基礎 電磁気学基礎演習 電磁気学Ⅰ 電磁気学Ⅱ 電磁気学Ⅲ 電磁気学Ⅳ

データ構造とアル
ゴリズムⅠ

データ構造とアル
ゴリズムⅡ

信号とシステムⅠ 信号とシステムⅡ 離散数学I 離散数学Ⅱ

コンピュータアー
キテクチャⅠ

ディジタル信号処
理I

ディジタル信号処
理Ⅱ

プログラミング論 プログラミング演
習Ⅰ

情報理論I 情報理論Ⅱ

自然科学総合実験

無機物質化学Ⅰ 図形科学Ⅰ 有機物質化学Ⅰ

電磁気学基礎 電磁気学基礎演習 電磁気学Ⅰ 電磁気学Ⅱ 電磁気学Ⅲ 電磁気学Ⅳ

熱力学基礎

電気情報数学I 電気情報数学Ⅱ

数理計画法I 数理計画法Ⅱ

主体的
な学
び・協
働

Engineering
Generic
Skills

A-3. 文章表現能力、口頭発
表能力および討論能力を
持って広く世界と交流し、
効率的に情報を吸収・発信

第二外国語 第二外国語

学術英語・集中演
習

学術英語・スキル
ベース

学術英語・プロダ
クション１

学術英語・プロダ
クション２

電気情報工学セミ
ナーA

電気情報工学セミ
ナーB

A-2. （協働）様々な人々と
議論を行って多方面から問
題を検討し、協働して問題
解決にあたることができ

先端技術入門A 先端技術入門B

高年次基幹教育 高年次基幹教育 電気情報工学セミ
ナーA

電気情報工学セミ
ナーB

A-1. （主体的な学び）電気
電子工学に関する最新の研
究内容を習得し、⾃ら問題
を⾒出し、創造的・批判的
に吟味・検討することがで

▲ 電気情報工学入門 基幹教育セミナー 電気情報工学入門 電気情報工学セミ
ナーA

電気情報工学セミ
ナーB

Tuning 工学部共通教育（工学部で
共通の学修目標）

基幹教育

学科群共通教育（学科群で
共通の学修目標）

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q

1年生 2年生 3年生 4年生

 

子・情報通信機器の原理説
明と基本動作の設計が行え
る。

 

B-2. 数学、物理、回路理
論、コンピュータアーキテ
クチャ、プログラミングな
どの基礎知識により、電気
電子通信情報分野の基礎的
なハードウェアとソフト
ウェアの原理説明が行え
る。

B-2. 数学、物理、回路理
論、コンピュータアーキテ
クチャ、プログラミングな
どの基礎知識により、電気
電子通信情報分野の基礎的
なハードウェアとソフト
ウェアの原理説明が行え
る。

B-1-1. 情報デバイス・シス
テムに関する基礎的な知識
を持ち、電子デバイス、電
気電子材料、プロセス技
術、半導体集積回路、ナノ
テクノロジー、有機バイオ
デバイス、情報伝送技術、
情報通信システム、電子・
光融合システムなどのコア
となる基礎知識を有する。

学術英語・グローバルイシューズ 学術英語・CALL ２

統合
学年

A-2. （協働）多様な知の交
流を⾏い、他者と協働し問
題解決にあたることができ
る。

A-2. （協働）多様な知の交
流を⾏い、他者と協働し問
題解決にあたることができ
る。

学術英語・集中演習

文系ディシプリン科目 文系ディシプリン科目

課題協学科目

学術英語・CALL 1

現代物理学基礎

健康・スポーツ科学演習

常微分方程式とラプラス変換線形代数学Ⅰ 線形代数学Ⅱ 複素関数論

電気情報工学卒業研究

アセスメント・プラン
学修目標達成度調査

（その１）

学士・修士一貫型専攻教育（学科・専攻ごとの特徴を表す学修目
標）

学士課程の時期区分 基盤

微分積分学Ⅰ 微分積分学Ⅱ 数学演習Ｂ 応用確率論

A-1. （主体的な学び）深い
専⾨的知識と豊かな教養を
背景とし、⾃ら問題を⾒出
し、創造的・批判的に吟
味・検討することができ
る。

A-1. （主体的な学び）専門
的知識と教養を元に、自ら
問題を見出して批判的に吟
味・検討するとともに、そ
れを解決すべく自主的に学
修を進めことができる。

工学概論

学術英語・テーマベース

B-1. 物理学、化学、数学の
様々な概念を理解し、その
基となる理論で自然科学に
おける現象を説明できる。

力学基礎

学術英語・アカデミックイシューズ



修士
講究科目

修士
拡充科目

博士学府共通
科目

博士専攻科目

修士
講究科目

修士
拡充科目

博士学府共通
科目

博士専攻科目

M1

2Q 3Q 4Q 2Q 3Q

電気電子工学読解Ⅰ 電気電子工学読解Ⅱ 電気電子工学演示Ⅰ 電気電子工学演示Ⅱ 高度技術外部実習（上級） 博士論文研究

システム情報科学実習 電気電子工学専攻特別講究科目（全１６科目） 電気電子工学専攻特別講究科目（全１６科目） 電気電子工学専攻特別講究科目（全１６科目）

修士論文研究 電気電子工学研究調査 電気電子工学研究演示 電気電子工学研究論議 博士論文研究 先端プロジェクト
管理技法I

先端プロジェクト
管理技法I

電気電子工学特別演習 電気電子工学特別演習

知的財産技法Ⅰ 知的財産技法Ⅱ 国際インターンシップ

国際演示技法Ⅰ 国際演示技法Ⅱ

電気電子工学特別
講義

電気電子工学企画演習 電気電子工学特別
講義

電気電子工学読解Ⅰ 電気電子工学読解Ⅱ 電気電子工学演示Ⅰ 電気電子工学演示Ⅱ 電気電子工学専攻特別講究科目（全１６科目） 電気電子工学専攻特別講究科目（全１６科目） 電気電子工学専攻特別講究科目（全１６科目）

修士論文研究 博士論文研究

電気電子工学設計
Ⅱ

電気電子工学専攻特別講究科目（全１６科目） 電気電子工学専攻特別講究科目（全１６科目） 電気電子工学専攻特別講究科目（全１６科目）

電気電子工学研究調査 電気電子工学研究演示 電気電子工学研究論議 博士論文研究 電気電子工学特別研究Ⅰ 電気電子工学インターンシップ 電気電子工学特別研究Ⅱ 博士論文研究

電気電子工学設計
Ⅱ

修士論文研究 電気電子工学研究調査 電気電子工学研究演示 電気電子工学研究論議 博士論文研究 電気電子工学特別研究Ⅰ 博士論文研究 電気電子工学特別研究Ⅱ 博士論文研究

電気電子工学読解Ⅰ 電気電子工学読解Ⅱ 電気電子工学演示Ⅰ 電気電子工学演示Ⅱ 電気電子工学専攻特別講究科目（全１６科目） 電気電子工学専攻特別講究科目（全１６科目） 電気電子工学専攻特別講究科目（全１６科目）

修士論文研究 LSIデバイス物理特
論Ⅰ

LSIデバイス物理特
論Ⅱ

ワイヤレス通信特
論Ⅰ

ワイヤレス通信特
論Ⅱ

実装工学特論Ⅰ 実装工学特論Ⅱ

修士論文研究 有機エレクトロニ
クス特論Ⅰ

有機エレクトロニ
クス特論Ⅱ

修士論文研究 博士論文研究 電気電子工学特別演習

電気電子工学研究調査 電気電子工学研究演示 電気電子工学研究論議 電気電子工学専攻特別講究科目（全１６科目） 電気電子工学専攻特別講究科目（全１６科目） 電気電子工学専攻特別講究科目（全１６科目）

電気電子工学読解Ⅰ 電気電子工学読解Ⅱ 電気電子工学演示Ⅰ 電気電子工学演示Ⅱ究

D2

1Q 2Q 3Q 4Q3Q 4Q 1Q 2Q

D1 D3

3Q 4Q2Q1Q

究

究

究

研究

M2

1Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q



情報アーキテク
チャ・セキュリ
ティ分野

情報アーキテク
チャ・セキュリ
ティ分野

情報アーキテク
チャ・セキュリ
ティ分野

情報アーキテク
チャ・セキュリ
ティ分野

情報アーキテク
チャ・セキュリ
ティ分野

情報アーキテク
チャ・セキュリ
ティ分野

情報アーキテク
チャ・セキュリ
ティ分野

情報アーキテク
チャ・セキュリ
ティ分野

データサイエンス
分野拡充科目

データサイエンス
分野拡充科目

データサイエンス
分野拡充科目

データサイエンス
分野拡充科目

データサイエンス
分野拡充科目

データサイエンス
分野拡充科目

データサイエンス
分野拡充科目

データサイエンス
分野拡充科目

AI・ロボティクス分
野拡充科目

AI・ロボティクス分
野拡充科目

AI・ロボティクス分
野拡充科目

AI・ロボティクス分
野拡充科目

AI・ロボティクス分
野拡充科目

AI・ロボティクス分
野拡充科目

AI・ロボティクス分
野拡充科目

AI・ロボティクス分
野拡充科目

エネルギーデバイ
ス・システム分野
拡充科目

エネルギーデバイ
ス・システム分野
拡充科目

エネルギーデバイ
ス・システム分野
拡充科目

エネルギーデバイ
ス・システム分野
拡充科目

エネルギーデバイ
ス・システム分野
拡充科目

エネルギーデバイ
ス・システム分野
拡充科目

エネルギーデバイ
ス・システム分野
拡充科目

エネルギーデバイ
ス・システム分野
拡充科目

確率・統計特論Ⅰ 確率・統計特論Ⅱ 情報理工学特別講義 修士論文研究

線形代数応用特論
Ⅰ

線形代数応用特論
Ⅱ

電気電子工学特別講義

ＩＣＴ社会基盤デザイン特論

光送受信工学特論
Ⅰ

光送受信工学特論
Ⅱ

光・量子デバイス
基礎論Ⅰ

光・量子デバイス
基礎論Ⅱ

集積回路設計基礎
特論Ⅰ

集積回路設計基礎
特論Ⅱ

ナノ光情報デバイ
ス工学特論Ⅰ

ナノ光情報デバイ
ス工学特論Ⅱ

磁性電子工学特論
Ⅰ

磁性電子工学特論
Ⅱ

スピントロニクス
工学特論Ⅰ

スピントロニクス
工学特論Ⅱ

バイオ電子工学特
論Ⅰ

バイオ電子工学特
論Ⅱ

ナノプロセス工学
特論Ⅰ

ナノプロセス工学
特論Ⅱ

高周波デバイス工
学特論Ⅰ

高周波デバイス工
学特論Ⅱ

修士論文研究 電気電子工学企画
演習

広域科目 博士論文研究 先端プロジェクト
管理技法Ⅰ

先端プロジェクト
管理技法Ⅱ

システム情報科学実習

修士論文研究 電気電子工学研究調査 電気電子工学研究演示 電気電子工学研究論議 博士論文研究 ティーチング演習
Ⅰ

ティーチング演習
Ⅱ

博士論文研究

電気電子工学読解Ⅰ 電気電子工学読解Ⅱ 電気電子工学演示Ⅰ 電気電子工学演示Ⅱ

情報アーキテク
チャ・セキュリ
ティ分野

情報アーキテク
チャ・セキュリ
ティ分野

情報アーキテク
チャ・セキュリ
ティ分野

情報アーキテク
チャ・セキュリ
ティ分野

情報アーキテク
チャ・セキュリ
ティ分野

情報アーキテク
チャ・セキュリ
ティ分野

情報アーキテク
チャ・セキュリ
ティ分野

情報アーキテク
チャ・セキュリ
ティ分野

データサイエンス
分野拡充科目

データサイエンス
分野拡充科目

データサイエンス
分野拡充科目

データサイエンス
分野拡充科目

データサイエンス
分野拡充科目

データサイエンス
分野拡充科目

データサイエンス
分野拡充科目

データサイエンス
分野拡充科目

AI・ロボティクス分
野拡充科目

AI・ロボティクス分
野拡充科目

AI・ロボティクス分
野拡充科目

AI・ロボティクス分
野拡充科目

AI・ロボティクス分
野拡充科目

AI・ロボティクス分
野拡充科目

AI・ロボティクス分
野拡充科目

AI・ロボティクス分
野拡充科目

エネルギーデバイ
ス・システム分野
拡充科目

エネルギーデバイ
ス・システム分野
拡充科目

エネルギーデバイ
ス・システム分野
拡充科目

エネルギーデバイ
ス・システム分野
拡充科目

エネルギーデバイ
ス・システム分野
拡充科目

エネルギーデバイ
ス・システム分野
拡充科目

エネルギーデバイ
ス・システム分野
拡充科目

エネルギーデバイ
ス・システム分野
拡充科目

確率・統計特論Ⅰ 確率・統計特論Ⅱ 情報理工学特別講義 修士論文研究

線形代数応用特論
Ⅰ

線形代数応用特論
Ⅱ

電気電子工学特別講義

ＩＣＴ社会基盤デザイン特論

2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

M1 M2

研究推進基礎

学修目標の達成度評価
（その２）

学修目標達成度調査
（その３）

学修目標達成度調査
（その４）

Curriculum Inventory評価

アドバイザリ委員会において学修目標の達成度を評価する

D2 D3

統合

D1

発展

究



ENG-EEEE21

◇ ◆

凡例 科目区分
基幹教育

必修
基幹教育
選択必修

工学部共通 学科群必修 学科群選択 学科必修 学科選択
コース
必修

コース
選択推奨

コース
選択

修士
コア科目

修士アドバン
スト科目

修士
講究科目

（再掲は薄色
表示）

基幹教育
必修

基幹教育
選択必修

工学部共通 学科群必修 学科群選択 学科必修 学科選択
コース
必修

コース
選択推奨

コース
選択

修士
コア科目

修士アドバン
スト科目

修士
講究科目

1年生 2年生 3年生 4年生

Tuning 修士課程（電気電子工学専攻
エネルギーデバイス・システ

博士後期課程（電気電子工学
専攻）

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

工学部共通教育（工学部で共
通の学修目標）・

基幹教育

学科共通教育（学科内３コー
スで共通の学修目標）

△ 実践 Engineering
& Practice

D-4. 技術的な事項に関する意見
交換を技術者および非技術者と
行うことができる。

D-4. 技術的な事項に関する意見
交換を技術者および非技術者と
行うことができる。

D-4. 多彩な人材と協働すること
で学際的な視点を持って、将来
に向けて新たな社会価値を創り
出すことができる。

文系ディシプリン科目 文系ディシプリン科目 電気情報工学セミ
ナーA

電気情報工学セミ
ナーB

電気情報工学実習 電気情報工学卒業研究

D-3. 必要なデータの収集と解釈
を行い、適切な意思決定を行う
ことができる。

電気情報工学卒業研究

D-2. 工学上の問題を、解決に有
用な理論や実践とそれらの限界
を理解した上で解決することが
できる。

D-1. 技術が社会に及ぼす影響を
常に考慮し、社会に対する責任
と倫理観を持つ。

サイバーセキュリ
ティ基礎論

工学倫理

評価・
創造

Engineering
& Design

C-2-2. 社会の課題解決に有用な
電気情報工学分野技術の方向性
を示唆することができる。

電気情報工学入門 先端技術入門A 先端技術入門B 工学概論

電気情報工学入門
（VI群入学）

プログラミング演
習Ⅱ

プログラミング演
習Ⅲ

電気電子工学設計
Ⅰ

電気電子工学設計
Ⅱ

適用・
分析

Engineering
& Analysis

プログラミング演
習Ⅱ

プログラミング演
習Ⅲ

電気情報工学実験Ⅰ 電気情報工学実験Ⅱ

プログラミング演
習Ⅱ

プログラミング演
習Ⅲ

電気情報工学実験Ⅰ 電気情報工学実験Ⅱ

C-1-2. 電気情報工学分野の装置
やソフトウェアを解析し、その
動作や原理を説明することがで
きる。

電気情報工学基礎実験 電気情報工学実験Ⅰ 電気情報工学実験Ⅱ

C-1-1. 情報科学の基礎を理解
し、様々なデータから有用な情
報を導き出すことができる。

サイバーセキュリ
ティ基礎論

プログラミング演
習

データサイエンス序論

知識・
理解

Basic &
Engineering
Sciences

C-1-4. 実験あるいは数値実験を
適切に設計して実施し、得られ
たデータを解釈して結論を導く
ことができる。

C-1-2. 超伝導・電磁システムや
社会システムの最適設計技術、
人工知能を活用した計測制御技
術、電気エネルギーの発生・輸
送・変換・貯蔵技術、などにつ
いて、データサイエンスを含め
た理論および実験の両面から先
端技術を駆使できる。

C-1-2. 電気電子材料のナノメー
トル領域での制御、およびそれ
らの先端デバイスへの応用、デ
バイス化のためのナノテクノロ
ジー、情報通信システムの基本
要素である電子デバイスの集積
化技術、超伝導・電磁システム
や社会システムの最適設計技
術、人工知能を活用した計測制
御技術、電気エネルギーの発
生・輸送・変換・貯蔵技術、な
どについて、データサイエンス
を含めた理論および実験の両面
から先端技術を駆使できる。

C-1-3. 電気情報工学分野におけ
る理論的、実験的、数値的な解
析とモデリングの方法を理解し
実行することができる

B-1-3. エネルギーデバイス・シ
ステムに関する広範で先端的な
研究分野を体系的に理解してい
る。

B-1-1. 電気電子システム、計測
制御システム、電気エネル
ギー、パワーエレクトロニク
ス、電気電子材料物性、電子デ
バイス、集積システム、情報通
信などのコアとなる先端知識を
有する。

C-2-2. 社会の課題解決に有用な
電気情報工学分野技術の方向性
を示唆することができる。

C-2-2. データサイエンスやAI活
用などの情報技術を工学的に応
用し、価値あるエネルギーデバ
イス・システムの提案ができ
る。

C-2-2. 高度の機能をもつ革新的
で先端的な電子デバイスや電気
電子システム、計測制御システ
ム、及びその利用技術を生み出
す独創的な能力を有する。

C-2-1. 電気情報工学分野の装置
やソフトウェアについて、指定
された要求を満たす設計に自身
の知識と理解を活用することが
できる。

C-2-1. エネルギーデバイス・シ
ステムの構築や運用に関連する
問題点を明確化し、解決に向け
た研究を遂⾏することができ
る。

C-2-1. 研究動向やその社会での
実用動向を評価して、解決すべ
き課題を発見することができ
る。

D-1. 技術が社会に与える影響を
理解し、安全な社会の実現に対
する責任と倫理観を持ち、技術
の発展へ自ら寄与しようとする
意欲を持つ。

D-3-2. 国際的な場において、エ
ネルギーデバイス・システムに
関連する技術と原理について的
確に説明することができる。

D-3. 各技術を実現し社会的に価
値あるものにするために、論
述、プレゼンテーションのスキ
ル、プロジェクト管理、知的財
産、国際的なコミュニケーショ
ン技術、ティーチング技術、お
よび新しい技術を企画し実行す
る力を有する。

D-3-1. エネルギーデバイス・シ
ステムに共通する自然科学の方
法と論理的思考力を身につけ、
問題解決に必要な情報を収集
し、それを集約する能力を有す
る。

電気情報工学実験Ⅱ

D-4. 情報通信分野および電気電
子システム分野において、高度
な専門的知識からの発想力で複
雑化する問題の解決に取り組
み、多彩な人材と協働すること
で学際的な視点を持って、将来
に向けて新たな社会価値を創り
出すことができる。

学士・修士一貫型専攻教育（学科（コース）・専攻（コース）ごとの特徴を表す学修目
標）

学士課程（電気情報工学科 電気電子工学コース）

九州大学｜工学部｜電気情報工学科 電気電子工学コース
｜システム情報科学府｜電気電子工学専攻 エネルギーデバイス・シス

テムコース　カリキュラム・マップ



電磁気学Ⅰ 電磁気学Ⅱ 電磁気学Ⅲ 電磁気学Ⅳ システム工学Ⅰ システム工学Ⅱ 電気電子工学設計
Ⅰ

電気電子工学設計
Ⅱ

制御工学AⅠ 制御工学AⅡ 計測工学BI 計測工学BⅡ エネルギー変換機
器工学Ⅰ

エネルギー変換機
器工学Ⅱ

電気情報工学卒業研究

エネルギー基礎論
Ⅰ

エネルギー基礎論
Ⅱ

基礎エネルギー変
換機器学Ⅰ

基礎エネルギー変
換機器学Ⅱ

計測工学AⅢ 計測工学AⅣ

計測工学AⅠ 計測工学AⅡ パワーエレクトロ
ニクスⅠ

パワーエレクトロ
ニクスⅡ

制御工学AⅢ 制御工学AⅣ 高電圧・パルスパ
ワー工学Ⅰ

高電圧・パルスパ
ワー工学Ⅱ

電力輸送工学Ⅰ 電力輸送工学Ⅱ

電磁気学基礎 電磁気学基礎演習 電気情報数学I 電気情報数学Ⅱ 回路理論Ⅲ 回路理論Ⅳ アナログ電子回路
Ⅰ

アナログ電子回路
Ⅱ

アナログ電子回路
Ⅲ

アナログ電子回路
Ⅳ

回路理論Ⅰ 回路理論Ⅱ 電子物性Ⅰ 電子物性Ⅱ ディジタル電子回
路Ⅰ

ディジタル電子回
路Ⅱ

電気エネルギー工
学通論Ⅰ

電気エネルギー工
学通論Ⅱ

論理回路 コンピュータアー
キテクチャⅠ

常微分方程式とラプラス変換 情報理論I 情報理論Ⅱ 通信方式Ⅰ 通信方式Ⅱ

プログラミング論 プログラミング演
習Ⅰ

信号とシステムⅠ 信号とシステムⅡ ディジタル信号処
理I

ディジタル信号処
理Ⅱ

通信ネットワークI 通信ネットワーク
Ⅱ

データ構造とアル
ゴリズムⅠ

データ構造とアル
ゴリズムⅡ

電磁気学基礎演習
（VI群入学）

離散数学I 離散数学Ⅱ 数理計画法I 数理計画法Ⅱ

半導体の性質 トランジスタ基礎
論

集積回路工学Ⅰ 集積回路工学Ⅱ

電磁波工学Ⅰ 電磁波工学Ⅱ プラズマ工学Ⅰ プラズマ工学Ⅱ

電気電子材料Ⅰ 電気電子材料Ⅱ 光エレクトロニク
スⅠ

光エレクトロニク
スⅡ

複素関数論 コンピュータシス
テム通論Ⅰ

コンピュータシス
テム通論Ⅱ

通信工学通論Ⅰ 通信工学通論Ⅱ

超伝導基礎論Ⅰ 超伝導基礎論Ⅱ

計算機工学科目 計算機工学科目 計算機工学科目 計算機工学科目 計算機工学科目 計算機工学科目 計算機工学科目 計算機工学科目

電子通信工学科目 電子通信工学科目 電子通信工学科目 電子通信工学科目 電子通信工学科目 電子通信工学科目

B-1. 物理学、化学、数学の様々
な概念を理解し、その基となる
理論で自然科学における現象を
説明できる。

微分積分学Ⅰ 微分積分学Ⅱ 数学演習Ｂ 常微分方程式とラ
プラス変換

複素関数論

線形代数学Ⅰ 線形代数学Ⅱ 現代物理学基礎 電磁気学基礎演習
（VI群入学）

無機物質化学Ⅰ 電磁気学基礎 有機物質化学Ⅰ 電磁気学基礎演習 電気情報数学I 電気情報数学Ⅱ

力学基礎 熱力学基礎

自然科学総合実験 図形科学Ⅰ

主体的
な学
び・協
働

Engineering
Generic
Skills

A-3. 文章表現能力、口頭発表能
力および討論能力を持って広く
世界と交流し、効率的に情報を
吸収・発信できる。

学術英語・アカデミックイシューズ 学術英語・プロダ
クション１

学術英語・プロダ
クション２

学術英語・テーマ
ベース

学術英語・スキル
ベース

学術英語・グローバルイシューズ 学術英語・CALL ２ 学術英語・集中演習

学術英語・CALL 1

第二外国語

A-2. （協働）様々な人々と議論
を行って多方面から問題を検討
し、協働して問題解決にあたる
ことができる。

健康・スポーツ科学演習 課題協学科目 電気情報工学実習

先端技術入門A 先端技術入門B

文系ディシプリン
科目

文系ディシプリン科目 高年次基幹教育 高年次基幹教育

電気情報工学入門 基幹教育セミナー 工学概論 電気情報工学セミ
ナーA

電気情報工学セミ
ナーB

電気情報工学実習

電気情報工学入門
（VI群入学）

A-1. （主体的な学び）専門的知
識と教養を元に、自ら問題を見
出して批判的に吟味・検討する
とともに、それを解決すべく自
主的に学修を進めことができ
る。

A-1. （主体的な学び）深い専門
的知識と豊かな教養を背景と
し、自ら問題を見出し、創造
的・批判的に吟味・検討するこ
とができる。

A-1. （主体的な学び）電気電子
工学に関する最新の研究内容を
習得し、自ら問題を見出し、創
造的・批判的に吟味・検討する
ことができる。

  

B-3-3. 電磁気学、電子回路、計
測制御・理論、情報処理などの
基礎知識により、電気機器、電
力応用機器の原理説明と基本動
作の設計が行える。

B-1-1. エネルギーデバイス・シ
ステムに関する基礎的な知識を
持ち、電気エネルギー工学、電
磁エネルギー工学、計測制御工
学、超伝導工学、パワーエレク
トロニクスなどのコアとなる基
礎知識を有する。

B-2. 数学、物理、回路理論、コ
ンピュータアーキテクチャ、プ
ログラミングなどの基礎知識に
より、電気電子通信情報分野の
基礎的なハードウェアとソフト
ウェアの原理説明が行える。

B-2. 数学、物理、回路理論、コ
ンピュータアーキテクチャ、プ
ログラミングなどの基礎知識に
より、電気電子通信情報分野の
基礎的なハードウェアとソフト
ウェアの原理説明が行える。

A-2. （協働）多様な知の交流を
行い、他者と協働し問題解決に
あたることができる。

A-2. （協働）多様な知の交流を
行い、他者と協働し問題解決に
あたることができる。



▲

Tuning 工学部共通教育（工学部で共
通の学修目標）

基幹教育

学科群共通教育（学科群で共
通の学修目標）

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

1年生 2年生 3年生 4年生

   

アセスメント・プラン
学修目標達成度調査

（その１）

学士課程の時期区分 基盤 統合

学士・修士一貫型専攻教育（学科・専攻ごとの特徴を表す学修目
標）

学年



修士
拡充科目

博士学府共通
科目

博士専攻科目

修士
拡充科目

博士学府共通
科目

博士専攻科目

M1

3Q 4Q 2Q 3Q

電気エネルギーシステム工学特論Ⅰ 電気電子工学企画演習 修士論文研究 電気電子工学専攻特別講究科目（全１６科目） 電気電子工学専攻特別講究科目（全１６科目） 電気電子工学専攻特別講究科目（全１６科目）

博士論文研究

修士論文研究 電気エネルギーシステム工学特論Ⅱ 国際インターン
シップ

国際インターン
シップ

国際インターン
シップ

電気電子工学演示Ⅰ 電気電子工学演示Ⅱ 博士論文研究 国際演示技法Ⅰ 国際演示技法Ⅱ 博士論文研究 国際演示技法Ⅰ 国際演示技法Ⅱ 博士論文研究 国際演示技法Ⅰ 国際演示技法Ⅱ

知的財産技法Ⅰ 知的財産技法Ⅱ 知的財産技法Ⅰ 知的財産技法Ⅱ 知的財産技法Ⅰ 知的財産技法Ⅱ

電気電子工学研究論議 ティーチング演習
Ⅰ

ティーチング演習
Ⅱ

ティーチング演習
Ⅰ

ティーチング演習
Ⅱ

ティーチング演習
Ⅰ

ティーチング演習
Ⅱ

先端プロジェクト
管理技法Ⅰ

先端プロジェクト
管理技法Ⅱ

先端プロジェクト
管理技法Ⅰ

先端プロジェクト
管理技法Ⅱ

先端プロジェクト
管理技法Ⅰ

先端プロジェクト
管理技法Ⅱ

電気電子工学特別演習 電気電子工学特別演習

修士論文研究 情報理工学特別講義 電気電子工学企画演習 修士論文研究

電気電子工学特別講義

システム情報科学実習 

修士論文研究 電気電子工学演示Ⅰ 電気電子工学演示Ⅱ 電気電子工学専攻特別講究科目（全１６科目） 電気電子工学専攻特別講究科目（全１６科目） 電気電子工学専攻特別講究科目（全１６科目）

博士論文研究

電気電子工学研究調査 電気電子工学研究演示 電気電子工学研究論議 電気電子工学専攻特別講究科目（全１６科目） 電気電子工学専攻特別講究科目（全１６科目） 電気電子工学専攻特別講究科目（全１６科目）

博士論文研究 電気電子工学特別研究Ⅰ 電気電子工学インターンシップ 電気電子工学インターンシップ

電気電子工学特別研究Ⅱ 博士論文研究

電子回路工学特論
Ⅰ

電子回路工学特論
Ⅱ

回路解析・設計演習 電気電子工学専攻特別講究科目（全１６科目） 電気電子工学専攻特別講究科目（全１６科目） 電気電子工学専攻特別講究科目（全１６科目）

計測工学特論Ⅰ 計測工学特論Ⅱ 計測システム工学
Ⅰ

計測システム工学
Ⅱ

博士論文研究 電気電子工学特別研究Ⅰ 電気電子工学特別研究Ⅱ

電気エネルギー工
学特論Ⅰ

電気エネルギー工
学特論Ⅱ

電磁エネルギー変
換特論Ⅰ

電磁エネルギー変
換特論Ⅱ

超伝導工学特論Ⅰ 超伝導工学特論Ⅱ スマートシステム
工学特論Ⅰ

スマートシステム
工学特論Ⅱ

ロバスト制御系設
計特論Ⅰ

ロバスト制御系設
計特論Ⅱ

電磁エネルギー応
用特論Ⅰ

電磁エネルギー応
用特論Ⅱ

電磁エネルギー工
学特論Ⅰ

電磁エネルギー工
学特論Ⅱ

電気エネルギー応
用特論Ⅰ

電気エネルギー応
用特論Ⅱ

電気エネルギー環
境基礎特論Ⅰ

電気エネルギー環
境基礎特論Ⅱ

凸最適化に基づく
制御系設計理論Ⅰ

凸最適化に基づく
制御系設計理論Ⅱ

マルチエージェン
トシステム基礎Ⅰ

マルチエージェン
トシステム基礎Ⅱ

情報アーキテク
チャ・セキュリ
ティ分野

情報アーキテク
チャ・セキュリ
ティ分野

情報アーキテク
チャ・セキュリ
ティ分野

情報アーキテク
チャ・セキュリ
ティ分野

情報アーキテク
チャ・セキュリ
ティ分野

情報アーキテク
チャ・セキュリ
ティ分野

情報アーキテク
チャ・セキュリ
ティ分野

情報アーキテク
チャ・セキュリ
ティ分野

電気電子工学専攻特別講究科目（全１６科目） 電気電子工学専攻特別講究科目（全１６科目） 電気電子工学専攻特別講究科目（全１６科目）

データサイエンス
分野拡充科目

データサイエンス
分野拡充科目

データサイエンス
分野拡充科目

データサイエンス
分野拡充科目

データサイエンス
分野拡充科目

データサイエンス
分野拡充科目

データサイエンス
分野拡充科目

データサイエンス
分野拡充科目

博士論文研究 電気電子工学特別演習 電気電子工学特別演習

AI・ロボティクス
分野拡充科目

AI・ロボティクス
分野拡充科目

AI・ロボティクス
分野拡充科目

AI・ロボティクス
分野拡充科目

AI・ロボティクス
分野拡充科目

AI・ロボティクス
分野拡充科目

AI・ロボティクス
分野拡充科目

AI・ロボティクス
分野拡充科目

情報デバイス・シ
ステム分野拡充科
目

情報デバイス・シ
ステム分野拡充科
目

情報デバイス・シ
ステム分野拡充科
目

情報デバイス・シ
ステム分野拡充科
目

情報デバイス・シ
ステム分野拡充科
目

情報デバイス・シ
ステム分野拡充科
目

情報デバイス・シ
ステム分野拡充科
目

情報デバイス・シ
ステム分野拡充科
目

広域科目 広域科目 広域科目 広域科目 広域科目 広域科目 広域科目 広域科目

確率・統計特論Ⅰ 確率・統計特論Ⅱ 情報理工学特別講義 修士論文研究

線形代数応用特論
Ⅰ

線形代数応用特論
Ⅱ

電気電子工学特別講義

先端情報社会学特論 

D3

1Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q3Q 4Q4Q

研究

M2 D1

1Q 2Q

D2

1Q 2Q 3Q



ＩＣＴ社会基盤デザイン特論

電気電子工学読解Ⅰ 電気電子工学読解Ⅱ

電気法規および施
設管理Ⅰ

電気法規および施
設管理Ⅱ

電子回路工学特論
Ⅰ

電子回路工学特論
Ⅱ

回路解析・設計演習

計測工学特論Ⅰ 計測工学特論Ⅱ 計測システム工学
Ⅰ

計測システム工学
Ⅱ

電気エネルギー工
学特論Ⅰ

電気エネルギー工
学特論Ⅱ

電磁エネルギー変
換特論Ⅰ

電磁エネルギー変
換特論Ⅱ

超伝導工学特論Ⅰ 超伝導工学特論Ⅱ スマートシステム
工学特論Ⅰ

スマートシステム
工学特論Ⅱ

ロバスト制御系設
計特論Ⅰ

ロバスト制御系設
計特論Ⅱ

電磁エネルギー応
用特論Ⅰ

電磁エネルギー応
用特論Ⅱ

電磁エネルギー工
学特論Ⅰ

電磁エネルギー工
学特論Ⅱ

電気エネルギー応
用特論Ⅰ

電気エネルギー応
用特論Ⅱ

電気エネルギー環
境基礎特論Ⅰ

電気エネルギー環
境基礎特論Ⅱ

凸最適化に基づく
制御系設計理論Ⅰ

凸最適化に基づく
制御系設計理論Ⅱ

マルチエージェン
トシステム基礎Ⅰ

マルチエージェン
トシステム基礎Ⅱ

電気エネルギーシステム工学特論Ⅰ 電気電子工学企画演習 修士論文研究 国際インターンシップ 国際インターンシップ 国際インターンシップ

システム情報科学実習 博士論文研究 電気電子工学インターンシップ 電気電子工学インターンシップ

先端プロジェクト
管理技法Ⅰ

先端プロジェクト
管理技法Ⅱ

博士論文研究 先端プロジェクト
管理技法Ⅰ

先端プロジェクト
管理技法Ⅱ

博士論文研究 先端プロジェクト
管理技法Ⅰ

先端プロジェクト
管理技法Ⅱ

情報アーキテク
チャ・セキュリ
ティ分野

情報アーキテク
チャ・セキュリ
ティ分野

情報アーキテク
チャ・セキュリ
ティ分野

情報アーキテク
チャ・セキュリ
ティ分野

情報アーキテク
チャ・セキュリ
ティ分野

情報アーキテク
チャ・セキュリ
ティ分野

情報アーキテク
チャ・セキュリ
ティ分野

情報アーキテク
チャ・セキュリ
ティ分野

電気電子工学専攻特別講究科目（全１６科目） 電気電子工学専攻特別講究科目（全１６科目） 電気電子工学専攻特別講究科目（全１６科目）

データサイエンス
分野拡充科目

データサイエンス
分野拡充科目

データサイエンス
分野拡充科目

データサイエンス
分野拡充科目

データサイエンス
分野拡充科目

データサイエンス
分野拡充科目

データサイエンス
分野拡充科目

データサイエンス
分野拡充科目

博士論文研究 ティーチング演習
Ⅰ

ティーチング演習
Ⅱ

ティーチング演習
Ⅰ

ティーチング演習
Ⅱ

ティーチング演習
Ⅰ

ティーチング演習
Ⅱ

AI・ロボティクス
分野拡充科目

AI・ロボティクス
分野拡充科目

AI・ロボティクス
分野拡充科目

AI・ロボティクス
分野拡充科目

AI・ロボティクス
分野拡充科目

AI・ロボティクス
分野拡充科目

AI・ロボティクス
分野拡充科目

AI・ロボティクス
分野拡充科目



情報デバイス・シ
ステム分野拡充科
目

情報デバイス・シ
ステム分野拡充科
目

情報デバイス・シ
ステム分野拡充科
目

情報デバイス・シ
ステム分野拡充科
目

情報デバイス・シ
ステム分野拡充科
目

情報デバイス・シ
ステム分野拡充科
目

情報デバイス・シ
ステム分野拡充科
目

情報デバイス・シ
ステム分野拡充科
目

広域科目 広域科目 広域科目 広域科目 広域科目 広域科目 広域科目 広域科目

確率・統計特論Ⅰ 確率・統計特論Ⅱ 修士論文研究

線形代数応用特論
Ⅰ

線形代数応用特論
Ⅱ

先端情報社会学特論 

ＩＣＴ社会基盤デザイン特論

システム情報科学実習 

3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

M1 M2

統合

学修目標の達成度評価
（その２）

学修目標達成度調査
（その３）

学修目標達成度調査
（その４）

Curriculum Inventory評価

アドバイザリ委員会において学修目標の達成度を評価する

研究推進基礎 発展

D3D1 D2
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